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ヨ己教育力」「 自己実事 」など撃
鼈

卜理念 になってお ります。   罐

レ指導技
・
術 は これか らも深化・ 墓鼈

||・|=■■

Fす が 、今 年度 は       II

今、教室で何が求め られているか

を主要 テー マ と して 多 くの発表 要項 が よせ られ て お ります 。か な らず

や実 りあ る成果 が出 る こ とを期 待 して お ります。

なお、今 大 会 は少 ない予 算 の なかの手作 り大会 で あ ります 。参加 さ

れ る皆 さ ん に は多 々迷惑 をお か けす るか も しれ ませ んが 、 お許 し くだ

さい。限 られ た予算 を活 用 したオ リジナ リテ ィに富 ん だ工 夫 が 、大会

とい うものの新 しいい きか た を示 唆 す る こ とに なれ ば と考 えてお りま

す。

平 成 3年 8月 10日

第 26回 全 国 バズ学 習研 究 会会 長  西 村  精爾
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第26回 全国バズ学習研究大会

基礎講座

『
こ れ か ら ,ノ ヾズ 学 習 を

始 め る 人 の た め 尋こ 』

岐阜県 東濃教育事務所 FjL 島 幸 彦

1.バズ学習 30年
1(1)2世

代にわたつて

歴史釣評極   「 継装は力 l

(2)多 くの起策を乗り越えて

、・ 校長が替わるとき

,職員の異動

,保護者の理解

,校下の支援

2.バズ学習研究を支える職員集団

(1)職員のやる気で決まる (職員集団の成熟度まで子どもは育つ》

モラ‐ル  凝集度  校内研究  各種の自主的研究会

(2)群究推進のためのリーダー

-1-



(3)本を読な

(4)ア クションリサーチ _

(5)

例

日常活動の中に全校が協同じて実践するものを取り入れる

・ 全校運動  ‐

・ 全校読書

・ 黙働清掃

・ 全校朝の歌 (音楽集会・ オペラ)

☆ 具体的に評価出来て

奥が深いものを

~´ 3.バズ学習研究翁動機

―(1)生徒指導上の必然

(2)学力向上策

(3)入間関係の充実 (連帯感の育成 )

(4)学力と人間関係 (どのような人間を育てるか )

0。 。・ 学校に動機や必然があるか 食わず嫌いの教師

4.バズ学習の理論と方法

(1)安易な方法論では成功 しない

(・1)教育観 0授業観・ 児童観等を学ぶ (校内研究会のテーマとして取

… 2二



り上げる).

5.`学校教育のFEl題点

(1)授業観の混乱・・・ 欧米と対比 して

(2)技術主義への反省

(3)教師の人間性、生き方への問いか :ナ の弱さ

(4)教師の使命観の希薄さ

二     :(5)論 理性、専F電性の弱さ

(6≫ 校長、教育委員会等の指導力不足

6.緊襲をきまらんで白かい合う 〔ひびき合う)授三

絞譲・・ 。一心集中 (泉西小≫

:      (1)私 舎めざす授業

|          ・ 課題解決学習

|          ・態度舞菫漂0重視

感   情

‐            課題→受け入れ→反応          行動傾向   :
評価的認知

・ リズムヘ●着轟

.           第一上昇菫 → 第一下鋒菫 → 第二上昇期・ 0授業のヤマ場 ‐
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(2)到達度テス ト (全国レベルと比較する)・ 。年度末

事いたみ を感ずる教師 (1年間の指導の自己評価》

・小中の連携 (義務教育終了時点をイメージして )

・ パソコンヘの打ち込み

長期にわたる子ども理解

学習ソフ ト「 竹千代J ,・ ・学級の平均 学力偏差値

個人の成績 特典分布 知能偏差値との相関など

体力づくリソフ ト「 げんきJr.Jと の互換制

(3)授業の記録・・授業分析

7.バズ学習の成果を実感する

(1)新規採用教員の事例 (小学校)

漢字テスト(5年生)       算数単元別テスト(6年生)
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回 数

(2)保護者の評価が一番温かくて厳 しい

12345毬 78警 10111213
曝数
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基礎講座   参加量と共にバズ学響を試みる

レディネス
の議警

(Fヾ Jギ )

これまでの難議を轟し合い
バズ学習がね らうものを話
し合う

(発表)

豊∫:I市立天玉葛ヽ学校
丸 曲 正 克

バズ学習が難待して≒ヽるものは何だと思いますか

議じ合わせるには、
が必要である。

又鏃予ヽ

滅
%は確緩毀

艦醗警畢會言で予詢肱木文ぎ
をど

発表したことはグループで貴饉
を持つ

参舞度を高める為:こ、指導選程の中にバズを積極的に
計画する。
,多様な相互停露の方薇を設定する

話合い以外にごんな方法が轟るか

轟運にltFす る
考えが浮かな
い子どもを参
BIIさ せる

{優A思考 ) 2～ 轟分聞

なヽ
(発表)

考えが持てない子ども
になツ ト_

↓
(バ 鱒
みんなが参加でき機力の
大切さが実感できる方法
を探る
多 くの方義の幸から菫ま
ししヽものを選択する

相互作用は自分の考えを
持つて≒ヽないと成立しない

考え礫持てない下位群見を
参撫させる
模獣の奨麟

渡

Ｉ
‥
…
…
≫

事

方の露作

蓉
互
内

相

と

(発表)

例を挙げて、相互作燿の方統と繭容の理解を甍る

二五轟進六

具体的予こ1ま どんな事をさせるのか
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どこでバズ

義互作露を
させるか
そのポイン
ト

役割≧相互
作用の評擬

バズ学習を
澄む要置

教師母役割

荘長の役割

フオ壼アーの役割

集約

良い相互作躍の成立を図るた導の評価表
デモンストレイションによる学習

経験則を事響を挙げて説明する

何を意識すれば良いか
手作りのパズ学奮

今日の学習のまと線をして、分か
らないことはないか確認する

(ノ 」ヾで)

質問のまと録をする

誰もが斑長で、誰もがフォ覆アー

バズ学習はオール
マイティーではなセヽ

子どもと教難で作馨上げ
ていく

一　
　
　
　
　
ヽ

多貫i菫雪詈ま霞を成立させるた摯には |したら良いか
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数学的なものの見方 さ考え方について |
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昭和33年の指導要領の改訂以後、数学科のねらいと'し て数学的な見方■考え1方
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「課理学習 Jを 進めるにあたって

問題解決能力を養 うための 爾々の授業 (班 )での耕 じをどのよ うにす るか :



二課題学習Jを進めるにあたうて

爾題解決能力を養う授業をどのようにするか。
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3.授業の進め方夏課題H■ |を11鰐 絶して)
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也ヒ争最燿調|卜こず宣電〕た 鋼諄理翼しこIDい ■r

Culアテネ会館 専務理事 西塚茂雄

この標題は,私たちの教育的活動が,敗戦の明けの昭和21年からはじめて,

今回までの45年間を総話したものであります.その間,研精塾(S.21∵),アテ

ネ学習会(S.櫛T), 繊 )アテネ会館(S.41-)と何度も脱皮して,私的な活動か

ら,公的な人格をもった財団法人にまで成長しました。かくして文部省学校教育

側の指導要領の枠をあまり気にしないで,また他方の小,中,高,大の入試を中

心とした教育産業からはっきり,■線を画したことを公的に宣言して,昭和40
年12月 23日に,二重県社会教育課を経て,財晦 アテネ会館設立の許可を

得ました。

範 )アテネ会館 寄付行為 (嘲
争 奪  懸 J

第 ■ 条 ,第 二 条 ・ ・ ・ (削 略 )

第二章  目的及び事業

第二条 本会館は広く文化そ1鋼也に関する研究を行うと共に,青少年の健

全育成を目途とする社会教育事業を推進することを目的とする。

第四条 本会館は前条の目的を達成するために次の事業を行う。

1 学問,文化その他に関する研究

2 青少年の校井生活,家庭生活の向上

3 各種研究会,講習会,講議会の開催

4 本会館の目的に適う各種会合への会場提供

5 その他の本会館の目的に通う適数 事業

第二章 以下省略

織 )アテネ会館の社会教育的活動の一部を縦介 (NHKビデオ14分 )

わが寺層、屋-83鍾 県の巻)

受験勉強をしない塾 (S.繋.3.17.出
『

:郎放送)

補説 (■ )石とリゲーム 6.2.8。 18:黒田孝郎先生のサマーレクチャーから)

(2)豆板 (リ レーション・プレート)Is.43.平野次郎先生,集合遊び)

(3)読書 CS.       を複数で集める9193機
(4)ふなの模型 (黒田孝郎先生の講演の発展)

(5)ルービック・キュープ 4S.弱‐算数のerj、公倍数)



入会式|こ寄せて

折り目のついた真新しいワイシヤツを着て

小鹿の眼のように入なつこく

青葉の風のようにすがすがしい顔をあげて

胸に吹き込む一切の夢を見てとろうと

見知らぬ壇上をじっと見諦めている少年たちよ

桃色よりも柔らかい頬ぺたを

四月の朝の講堂にみずみずしく輝かせている君たちは

まことに溌刺とした弾力性の象徴

未来と光りのほかには何も見ない

一本気と純潔のほかには何も持たない

大空をかける風の申し子

大地を萌える命の精鋭だ

被いかぶさるもろもろの理不尽をも

すべて無心に受けとめ浄化する

上げ潮の海の匂いのする口許には

おとなしそうで、しやべりたそうで

恥ずかしそうで、笑い出しそうで

むずむずしている千変万化の可能性が

清冽な若さに洗い出されて光っていた

いまアテネにはやがて逆まく巨大な波となって

無限の空間にとどろきわたる

圧縮されたエネルギーが渦巻いているようだ

君たちの眼に燃え齢 信頼と光明の炎は

まるで天の声を人間にきさやく永遠の粋久のようだ

昂然と額をあl汽

真理の急坂をよじ登ろうとする見渡す限りの精鋭

もうもうと湧き起こる暗黒の戦雲の奥にも

君たちは「道Jを間違えることはないだろう

ただ私はひそかに祈った

人間を社会悪のなかに野垂れ死させないために

パ間を自らの存在を生き切るために

人間の弱さと血みどろに体当りする

強い士性浄を太らせることを

この世の少しばかりの誘惑とおめかしを捨て

また君たちのいじらしい誇りをも捨てて

君たちがただ1也に換えられない人間になるために

汗を流し泥にまみれても

自らの「道Jに猛進することを

平野次郎先生 S.鵜 .4.15。
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■

実議研究発表①

『 発言力を高める英語指導』

Jなのか

新潟市立東石山申学校 井上 哲郎

なぜ、「発言力を高める・

1.本校の教育目標

学習指導部の指導方針

,生徒二人一人が意欲的に学習に取 り組み、学力の向上を
甲

れ
ゃ

ようにす
彪屏炒

る。   :
:分か らないことを質問 した り調べたりして解決 しようとする

季
〒

を身 t「 う.

けさせる。

・学習に取 り組む基本的態度・習慣の育成を図る。

・学習規律 を身建こつけさせる。                   |

3.=学習に関する実態め推移                   r

本校は、昭和 5二年Ell車 の、まだ新 しい学校である。新潟市の郊外、東警に

し
位置し:校区あ大部分撃いわゆる新興住宅地と呼ばれるもので、新澪事の外

郭住宅地区の一部に属 している。全校生徒1000人・ 25学級の大規模撃であ

る: 保護者の平均的学歴水準は高 く、教育への関心も強い方であるず、す

の上方で個人的な学カヘ:その関心が偏りやすい傾向も感じら■る。

1 創立当初は、学習・スポーツの画面にわたつて活発な活動が展開されたよ

うであるが、創立5年を迎えるころなら非
｀
行の風が吹いてきた。

生徒の行動に落ち着きがなくなり、当然学習環境にも影響が及んできた
,

学警規律が低下し)学習そめものに対する意欲も低下したようである。この

ことは、当時の進学っ統計上年も現れているほどである。

校内に吹き荒れた非特の嵐も、3、 4年後には鎮静化の兆じが見え始め、

昨年度から本年度にかけてはめざましく改善されていつたo

そうした状況の変化とともに、学習に対する意欲や態度 徐ヽ夕に良、■っ

てきた。本年度の学習に関する目標は、それらの経緯を考慮しながら設定さ

れたもので(生徒自らの手で学習が進められるための大切な段階を選えてし`

る:と 考えている。



Ⅱ.実践の概要

‐1.授業に活気がない

|| ノjヽ 学校から中学校に移籍して最初の年1念願の英語が教えられることへの

意欲と不安が入 り混じる。喜び勇んで教室へ 。・
`

そこで、第■声「Good morning eVeryonetJ
そして生徒から、 FGood morning Mr.I nOtte iJと 挨

‐ 拶が返つてくるはず ??
しかしその期待 もむなしく、44人 の学級なのにほとんど声が聞こえなかつ

た。

授業に活気がなく、英語の整習では命ともいえる発声がとにかくできなか

らた。教師と学習者が一体になって授業を進めるには.私こ生徒個 の々つな

がりの中だけでは、この状況はとうてい変えがたしヽものに思えた。

2.一緒に楽しむことと、集団で守ること

:  何とかして授業に活気を持たす、生徒がいきいきと活動するためには何か
‐ら取り組めば良いかと考え、2っの大:き な柱を考えてみた。

学習のルールは、学習者

である生徒自身で、守つ
:て ぃくべきものである。

(学習規律・学習環境 )

英語学習の最 も本質的なことはコミュニ

ケイションであ り、それが満たされる授

業・活動が活発化への糸日となるは

ず。 (コ ミュニケイション活動の充実 )

-

授業を、私が考える理想に近い状態にまで成立させるに
｀
iま 、まずもって生

徒自身の姿勢を変えなければならないと思つたのである。

学習の道具や必要な予習・復習、さらに定刻に授業を開始するための行動な

どといった学習に対する姿勢を、何らかの形で良い状態に持っていきたなつ

たのだ。
もちろん授業は教ETで決まるものだろうから、私自身が50分の授業を全

力で組織?し ていくことが前提だが、それまでの私の実践では学習規律を確

立させることの前提に立っての授業の展開があったわけで、どうしてもそう

いった方式では、活気ある活動・主体的活動と規律の部分が分かれてしまF
うまくいかないことも多かったのだ。

|さ らに、学級集団作りのうまくできている学級とそれほどではない学級で、

大いに隔たりが出てしまったのも過去2年間の実践での反省点だつた。

.そ こで、英語学習の大切な (本質的な)要素である、コミュニケイションを中心に

提え、教材の使い方と学習活動の中身を、́より生徒たちが互いにふれ合い関

わり合もていくように吟味することで、生徒集国の意識の高揚を図:り 、そこ



を大切に育てながら1自 らの学習規律・学習環境を整えていく意識をみら書

うとしているこ
1具体的な活動の中で,生徒の反応ゃ生あ声を良く聞くことで:次の展甲を

模索してしヽる最中である。  |
種 の々生徒が、さまざまな要因で、互しヽに声をひ,そ めるようにしている1犬

況の中で、まず初めに取り組んだことは、ペアを作ってさまざまな活動をし

てみることだつた。

|ペ ア 早 読 み ゲ ー ム →  テ

議 し 合 う 。 状 況 1こ よ つ て 、

合 つ た り 、 更 に レ ′ヽ ル ア ッ

=た り す る 。 1
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、 難 易 度

・その機、ビンゴゲニムや英単語 しりとりなど、さまざまなゲふム的要素の

あるものし

|と にかく、まずは生徒たち勢軍を軽くすることに主眼を置いたわけなっで1

少々を,騒がしくなることは、仕方なかつた。このお陰で、昨年度担当した ,

‐
3年生での授業にlLべ tずいぶんと雰囲気が柔らかくなったようださ :
昨年度、1私 自身が (む ろん生徒もだが)最 も書じんだことは、進度が予定 i

通りに進 まない「ことでも、騒がしくて授業にならないことでもなかつたぶそ

れは、∵国にはなかなか言い表しにくいのだが、生徒が本来持つているであ

ろうはずめt活気や知的な好奇心や興味といったものがストレニトに表に出‐

て来にくい雰囲気のようなものだったのだ。

| をの点では、患いきったゲTみ 的活動の導入tま 効果的であつた。さらに、1

:ま んの少しず|つ ではあるが、英語の学習を好む生徒も出てきていることヽ そ

して、手習や忘れ物の状態が好調になってきていることも良い兆候‐であると

思 っている。     (

3っ 発言力を高めるために

発言を活発に

践 してきたこと

して、いきいきと学習活動に取 り懇む生徒め姿を轟指して案

を以下に記述してみたい。 1



ア.読みの指導における実践
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練 習 .

考察

読みの練習は、その後の授業で芦 菱スム…1ズ に慮すための大切な導火線 とし

てめ役割 も担 つてしヽることが良 くわかった。単純な反復練習をしヽろいろな形

で生徒権互に行わせることで、練習量そのも件が多 くなったし、額 々の レベ

ル :こ 応 じた練習 もできたようである。

特に、読みの練習の後におこなう内容理解のためのワークシー トヘの取 季

組みが非常 にスム Tズ にで きて、これ までになし`意欲擁な姿 も多 く見 られ

た。         :

.内容理解の実践

読み|の 練習からワークシートヘ

ペアで読みの練習を行った後に、そのまま内容理解のワークシートに取

り組む方法で、これまで 1人で行なっていた時に比べて自然な形で作業奪

分業ができるので、時間的にも正確さでも効果があつたようである。

特に、この方法を羅いたことで生徒が集理 (2人 ではあるが)と して教師

に質問 したりする傾向が現れたことは、大変望 ましいことと思える。この

ことが、文法など仰理解金段階でこれから生かされていくと思われる。

ウ。その他の実践

~現
在英語学習の分野では、コミメケ轟ョン鋳能力機充実が盛んに叫ばれてしヽ各

が、自らが学習 してしヽみ言語を実際に1壼 ってしヽ くことこそがコミュニケイシ重ンその

物であり、生徒が権互に質問し合ったり、ゲーム的な活動をすることが、そ

織能力の育成をことつて必要だと感じている。そうし`つた意味で:ま 、英語学習



のかな りの部分を占める習熟の活動をま、生徒相互の人間関係をよリシビアで

より同溝にするための手法が用いられることが望 ましいと考えているo l

腰II.ま 通轟

まだまだ実践が初歩的な段FLLで あり、班単位で学習に取 り組んでいくよう

なレベルにまで tま 達 していない現状でをまあるが、より多くめ生徒どうしが関

わり合 うことが必要になるような活動を多くしていくなかで、生徒臨身が互

いのレベルを知らずしらずのうちに向上させ合 う作用を持っていることが分

かったのは大きな収穫であった。

自分たちで進める活動を設定することで、教師の説明を聞く部分と個人で学

習する部分と集轟での活動の部分が明確に分かれ、集中を要す儀時間が
｀
生徒

にも把握できるようになってよかつた。

今後の展望であるが、新規に学習する事項を教材化する際に、学習班全体

で取 り組む必要の生 じるものにしていくことを試み、理論的な文法の理解・

習得のための試行錯誤ができるようまこしてしヽきたい。         |

以下、資料 .

質 問 カ ー ド 答 え

について、質問 します。 (氏名 )

※こ勢秦― ぶは、個人やベアの学習の段階で、自分たちで調べて分からないこ

‐とや、時間を節約するために質問をしてしまおうというカード6

このカー ド:ま 、解答を入れてそのまま黒板に張っておくので、残 りの生徒

は、まずこのカー ドを調べてから学習を進める。誰が質問したかが分かるの

で、感謝の声が生まれることも・・・ .

基本文型 [

翁毬ёstlonl, こ

Anstterl.  [

？
・



:手 111111

Question2.[

Ansゃ er2.  :

※新しいことが出ると、すぐに綾聾 こヽなしてしまおうということで、ノ

化ケねらって葬らであるカード.生徒は、この力ずドに質問を書きま

手を捜しに出発す碁ことと|な る。

しヽつも机の上に用意しておき、何枚でも使わせる。この時に、英イ

手な生徒にはt質問力Tド が有効な武器となるよ

まうた班には、単語の家庭学習 を命 じることをこ

※ 新出単語の学習

確認の意味で)を 、

ででゲーム的に行 :

参カー ド.

(使 い方〕

グループ録 1人が

となって、単語につ

ントを言う。その後 :

ランタに入るアをアバッ

ていく。

もじ間違っていたら

したがどんどん書き

いくというも母。

私は、全部の単語

るまでに、首ツリに

している。

LET'S PLAY ttHANttING GAttE!!
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よ り よ い 人 間 関 係 を 築 <道 徳 指 導

<バ ズ ~―
習 避二 道 徳 指 導 >

東京都青梅市立第 1中 学校 壊水尾 祐文

1.は しめに

中学校指導書道徳編、 第 1章「道徳の 目標及び内容」の第 1節「道徳の基本

的な在 り方 」 1.道徳の意義では、 道徳教育は人権の形成の基本に関わるもの

であるとし、本             的
る。 とある。 また、道徳は、人と人との関係の中での望ましい生璽上を意味じ
ているとし、 さらに、 道徳は、 具体的に、 人間社会の中で人間 らしく生 きよう

とす る生 き方という意味を持 つているともある。

また、 第 5節 「内容項 目の指導の観点 Jの 2.主 として他の人 とのかかわ り

に関す ることでは、 (2)温 かい人間愛の精神を深め、 他の人 々に対 し感謝と

思いや りの心をもつようにす る。 (3)友 情の尊 さを理解 して心か ら信頼でき

る友達 をもち、互いに励まし合い、 高め合 うようにする。 (4)男 女は、 互い

に相手の人格を尊重 し、 健全な異性観 をもつ ようにする。 (5)そ れぞれの個

性や立場を尊重 し、 いろいろなものの見方や考え方があることを理解 して、 謙

虚に他に学ぶ広い心をもつよ うにする。 とある.

この ようにt道徳教育の指導書 を読んでいると、 「バズ学習 Jの 基本的な考

え方 と一致することが出て来 る。 例えば、 話合いの場が多い→人の立場、 人の

価値がわか る→『注意 しやす くなる」「注意 を素直に聞 くJ→ 真の友情が育つ
→よ りよい人間関係が育つ。 とい うよ うなことである。

私 :よ、 このようなことからバズ学習 と道徳 とを関連させて考 え、 実践 してみ

ようと考え、 以下のようなことを試みた。

2.実 践例  「よ りよい人間関係を築 く道徳指導 J

したボランテ ィア学習の試み

バ ズ学習 を効果的 に生か

(1)主 題設定の理由

現代 つ子の傾向として、 耐性や社会性の欠如が言われている.こ れは、 少

子化や社会構造、 地域社会の変化な どによる社会的訓練の不足によるもので、

本校において もこのことに起因する問題が年々増えてきている。

例 えば、 「他に対する配慮のなさ Jや「思いや りに欠 :す るJ言 動は、 「人

が人 としてお互いを認め、 助け合い支え合いながら生 きて行 く関係 J要する

に「人間関係作 りJが できていない証拠であると思 う。

私はこのことを自分の問題 として、 学級指導の中で どの様に解決 して行 <

か を考 えた。 その結果、 どうすれば「よりよい人間関係 Jを 築いて行 くこと

がで きるかについて、 生徒に考 えさせるための方法の一つ として、 ポランテ



ィアの考え方を導入 した. さらにその指導の課程において、 頭の中で想像す

るだ :す の「人間関係 J作 りだけでは意味が無いと思い、 パズ学習をその中に

取 り入れることによ り、 自由な対話 を通 して人 を認め合 うとい うボランテ ィ

ア精神が、 身を持つて体験できるように考 えた。

(2)指 導経過
01時間ロ ポランテ イアとは プ リント解説
e2時間目 VTR「 中学生のポランテ ィアJ 感想文 を書 く
。3時間ロ ボランテ ィアと:ま  感想文よ り
。4時間ロ バズ学習 とは

・ 5時間ロ バズの話合い ボランテ ィアについて
。6時間ロ ポランテ ィアと人権尊重 (研 究授業 )

・ 7時間目 体験学習準備 心構 え等         L

百彗全
ホ~ム「青梅園」訪問 ～写ヂ≦≒ル 

をん

(3)班 編成の方法

青梅 1中 第 1学年の方法 (今 回はこの方法 を採用 )

・男女混合  1ク ラス 6班

(1班 につき班員 5～ 6名 )

。申央、生活、 学習委員 (班長 )を 決めてから班編成 を行 う

・班長が男子 (女子 )の 時、 副班長は女子 (男 子 )と す る
。中央、生活、 学習委員 (班長 )は、 他の係を兼ねない

。班によつては学習が一人の場合 もある。

・班編成は、原則として 1学期に 2回 まで とす る。  ´

係＼ 班 2 3 4 5 6

班  長 中央男 中央女 生活男 生活女 学習男 学習女

副班長 女 票
一

女 男

一
女 男

美  化

レ ク

学  習



3.問 題点 と今後の課題

本校の道徳指導の年間計画については、道徳委員会が毎年作成 し、各学年毎

に具体的な計画を提示 している。 さらに、各学年にいる道徳委員会の教師は、

その月の主題に合わせた資料 も提示 し、 今年度に至 つてはすでに 4国 の学年一

斉の授業を実施 している◆ しか したが らこの回数は決 して多いと:ま 言えないし、

担任が ど2難生左えQ≧≧墓二企重上方法で実施 しているか :ま 疑間である◆

そ ういう私自身 も今回のポランテ ィアを通 しての     下爾爾 せ ると

いう内容について も、 まだまだ本_当 の意味、重旦企盆上ユニ LI_塾圭 Jと ころも

たくさんあ り、 もっといろいろな場面で実施 していかないと私 自身の勉強にも

ならないし、生徒にとつて もただ数回の経験では、 間接体験にとどまつて しま

う恐れがある.

またバズ学習においても、 今回の試みは、 話 し合いについての一つの方法と

して扱 ったものであ り、 ほんの一部にすぎない。 私のクラスでは、期末試験前

の理学習や、学活時に時々活用 しているもののまだまだ回数的に:ま 少ないよう

に運1う 。

しか し、 このような試みは効果が無いとい うのでは決 してな く、 上記のよう

な場面で活用す ることによ り、 学習効果は向上 した し、 クラスの男女の協力は

他の クラスに比べはるかに良 くな つた と思 う◆

この活動が、 もっと確実なデー タとしてここで述べ られないのこま、 前述 した

回数の問題と、 もう一つ :よ 学年、 学校の教師に理解を求めt全体の動きとして

取 り組んでいないからである◆ (バズだけでな <、 道徳の授業 もそ うである )

中学校の授業においては、 教科担任制であるため、 小学校のように多 <の教

科にわた り、 いろいろな場面で実施す ることは、 一人の動きでは難 しい.

ご存 じのように、バズは、 学校にお :す る全教育活動に活用できるはずだ し、

道徳 においても全 く同 じことは言えるのである。 (2 道徳における指導の指

針  (2)日 常生活における道徳的実践の指導に配慮する 参照 )し たがつて、

今後我 々はもっとバズ学習の効果 を広 く教師に知 らしめ、 せめて学年の動きく

らいに広げることが必要である。 そうすることによリバズの効果は一層高まる

ことは確実であろ う。

道徳 とバズは、 その 目的 とすることがたいへん近いこともあ り、 現在東京都

都立教育研究所の道徳の研究員の中で も注目されつつある。 したがつて、 道徳

におけるパズの研究実践は、 バズの益々の発展に寄与す るもの と確信する.



参考資料

雲fttt金 の要籍

・ 社会の変化へ●対応

・ ュかな国様性

・ 情報のな切fI透 掟

。生籠撃び機ける姿勢

意壼・ 増城の艤い

人を思いやる広い心

個性を伸lIす

日本や外国の文化や伝

続を大切にする
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O感謝と思いやり0心をもとう

0顧想の実翼鞣好めよう

遺穂教育0重点鬱豪

・強い意思を持つて、最検までやり

抜く態度を育てる

。他人の立場にたって考え、行麟す

る盤度を育てる
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各学 年の重点 目標
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りが強い
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生 徒 ●案 爵

翼画 日で 露 瞑

礼 儀工 しい

臓示待 ちの態度

自主 性 に欠 け る

生活指導の露点
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主体 的 に撃 被生活 に通応 す る
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日本爾鷹 法

教育 麟ホ議

撃崚織 青 法

節関 係濃 聾
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感性を広げ、豊かな

協操を費う.

・ 助け合い、協力しあう心を織う.

。お互いを大切にする心を費う

。奉仕の心を姜う

国際社会の一員と し

ての態度 や資質を養

つ.

数学 r・」思考を灘め よ

うと舞力す る盤度 を

織 う。

理想 の実葬 に向 けて努力す る難

度を袋 うとと もに、饉への配慮

と思 いや りの あ る生徒を育て る
科学的な撃考を通 し

て 自然聯境について

の正 しい認識を養い

生 命尊重の精神を育

む。

喪舜活動を雛授し、

豊かな鶴撮を育む。

nl通 的な活動を通 し

生 き生 きとした喪翼

力を富む.

藤難体力の充実 と自

主的・ 主体時 な活動

意欲を育成す る.

・人として正しい鍾饉響rFが 出来る

。平和を饉い、3JIる く棄壼な心を持つ

・強くてたくましい心身を持つ

。日本や外目の文イしを大切にする

他人 に対 して議理 と思 いや りの心 を持つ

`目 的意なを瞬饉に持ち、自分の意思を表現できる

。苦91や 困員に対して我慢したり幸抱したりする心を綺つ

自ら学び、自分を諄する

生活に必要な技術を

取樽させ、工夫や31

遺する能力を養う。

英轟によるパ 3二■シ,

ン鮨力を高め、国際

理解の基礎を培 う.

子F梅 1中教積員の願 し`

被長朝↑L露話 李,「だ百百      _学 級だより



(4)研 究授業時のパズの展開 (平 成 2年 10月 25置 実施 )

字習内容と教師の発問 生 L産の活動

調

ヌ

　

賀

分

1。 1宇期に宇習した内容を確認させるためにも生徒の書いた感思文を配布し、

黙読させる。藤菫の結果どんな患思を持つたか発表させる。

(1)感想文を置んでもどんな感想を持ちましたか?

1.感想文を基読し、意見を

発表する.

展

lln

125

1分

2。 生徒Flボ ランティアに対する感想をもとに、体の1:自 由な人や高齢者に限ら

ず、学毅の伸園や、学級の友達とつきあう時も r自 分が上だJと か rゃ ってぁ

げる』というような高い立場からではなく、『同じ絆間二としてつき合うこと

が大切であることを凛明する.

(2)『 同じ静日としてつき合うJと はどんなことか班で話しあつてみなさい。

3.班ごとにBUZzセ ッション爵始を指示する.

0話 し合う時轟
`■

7分

0可会は班長

○全員の意見を開けるようにする

③出た意見を記入させる

4.スムーズを話し合いができるようにアドバイスなどをしながら机岡巡視する。

5。 各班の議し合いの結果を発表させる。

6.各班からでた意見をもとに生徒と一緒に F同 じ絆同としてつきあうJために
はどうすfLばぃぃかについてともに考え合う。

2.教師の説llJを 聞き、本時の

学習課題をつかむ.

.『 同じ仲間としてJつ きあ

うとはどんなことかについて

班で話し合う。

,必要に応して教0「Iのアドバ

イスを受ける。

こ話し合いの結果を各班ごと

に発表する。

。それぞれの班から:Lさ れた

意見をもとにしてともに考

えあう。

末

15

分

終 作文『人の薔饉』を配布じ.朗読する。

今日の学習で理解したことを班でまとめさせ、発表させる。
BUZzセ ッション開始を指示する。 (3分 )

各班から出された意見に短い評価を与えながら価饉の内画化を図る。

７

　

　

８

7.r人の価値」の朗読を聞く

.本時の学習で理解したこと

を班で話し合い、班長は発表

する。

.教師の評価を臓l〈 .



(5)生 徒の反応

今回の 10時間に及ぶ道徳の授業は、 生徒に老人問題の一端について、 深

く考 えさせること
・
ができた と同時に、 ポランテ ィア全般に渡る基礎知識の修

得、 そして人間関係の大切 さを学ばせ ることができた と思 う。

もちろん反省すべき点 :よ 多々あるが、 ここでは生徒の書 いた感想 を載せる

ことにする◆ (お うめボランテ ィアセンター便 りに掲載されたものよ り抜粋 }
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「バズ学習を懸通した音難学習義あり方J

崚草県各務原市立慕加中学校

澤  田  博 昭

第 鵞

実  践
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(1) 運が鍛えられる。
ノ」ヽ人数惨活動により、す入ひとりが責任を もって教わなければ七ゝけない。

より積極的な活動ができる。 また、教鐸の班巡視でt一人ひと拳へ母指導

が可能となる。

(2) カカ■つきやすЪゝ.

班内でお互いの声を聴いたりするので、ア ドバイス したりされるうちに

歌唱力がつ く。どこを直 した ら良いかなどの着眼するポイン トもわかって

くる。

(3) 積極的な姿勢が身につ く。

わか らないとこ5を班で教えあったりするので、自分が表現できない所

などを進んで取 り組むことがで きる。

一持
一
難参ヘ理

ヨ
毒
十

ギ
八

バ
・

１

2. バズ学習の授業で鍮取り入れ方

奮‐‐‐‐」

バズ学習

く種類〉

生活班 (4γ 5A)

卜野弓

一 生活班の合同

― 音楽だけ母班

く実践 した結 果〉

・ お互いに気が知れた者同志 ということ

で まとまりやす いこ

・ 音楽的な能力の差が出やすい。 (し か

し、他教科 は このグループで活動 してい

る。 )

。 自分のパ ニ トのみ とい うことで歌いや

す い。

・ 合唱にな った時、歌えない場合がある。

能力 Ell,生 活班 と並行 してやるが、バズ

E昌す る前に頼 って しまう。 (効果はある)

。 なかなか歌えない理 と歌える班 と一緒

にや ると歌え杖い班がだんだんと歌える

ようにな
'っ

て くる。

(ま だ実践 していなぃ。 )



‐3華 賞銭

イ豊

1

|

1再 生か ら2年生 までの歩み〉

入学 した頃勢実態

群子 一二一  まま,と ん ど音楽が鑢 いとい う答えが多い。好 きと答えた

子は、 1名 だけ。

女子 一- 7理 が好 き、 3蒙が好 きで 色難 いで もない。

こ理由〕人前で歌 う母が いや、恥ずか しい、絶 くのは好 きだけど…。

1年生 1学期  l~Fヾ ズ学習の導入 J

「 ザコーダーなんかは、グループや好 きな子 とや った tナ ど、歌は経験な い。

パー ト練習はや ったことがあ る。」 (ノ 1ヽ 6の とき)

まず、 リコーダーで経験が あるということで、バズでや らせてみ る。 」

バズ形態になるが、それぞれが勝手に吹いて いるだけ…。

T:「 わか らない子を教えてあげよ う。 J

吹ける子が、吹けない子 に教え る姿が見 られ るよ うになったが、「 ○○

君、教えてあげよ うとす るけどいやが るよ。」、「 ○○ さん、い くら教

えたって もうまくならへんる」、「 先生、誰 も教えて くれんで教えて。」

1年生 2学期  「 リコーダー学習のや り方 と、バズ合唱の導入」

◎ ギ∫ ダーダ ∵の選 め方

1.「 まず個人練習を して下 さい。J 約 5分聞

2_「 吹 けない と ころは あ りませんか。 J

1人ずつ きいてい く。「 ○○ さん、OO君 …・,。 J

「・それでは一人ずつ吹いて下さい。 J

→ 机や手拍子で拍子を とってや る。

4.Alの パー ト、 A2の パー ト、一人ずつでペアを組み、残 りの子は

聞 き役でア ドバ イスをす る。

一 机や手拍 子で拍子を とる。

5:「 で も、一人だけ聞 き役であとの人は吹いて下 さい。Jあ とで感想を

いって もらう。班員全員にや って もらう。

も,「
‐
で |ま 、全員でや ります。 J

「
…
…
…
‐‐
‐
‐

コ

ぽ
　
　
　
′
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:バズ学習の進め方を、前記のような表を配 って教えてしヽ く。

ほとん どの班が上手にや っているこ 1部 の理がなかなか進 まな L｀ 二

「 00君 が なかなか吹けん もん一ニゴそこで、理内でど うして も吹けな

移子は、先生 のところへ来 るよ うに した。 (1ク ラス、 3～ 4堪 ひたし )

また、学習 ザーダーや吹け る子に、教え方や、ここまで軟けた ら良 じと

す るという個 (吹 けない子)に あ った霊標をつ くらせ た。

このよ うに、かなりの班でやろうという意識がでて きた し(や り方がわ

か って きたよ うであった。

そこで、今度は班 (生活)で 合唱を取 り入れた。最初の うちは、かな り

抵抗が あ った。

「 そん なのいやや―。 .1、 「 はずか しい もん。」、「 なんで一。 1

つ ぎのように指導を進めてい った。 (若 者たち・ 3部合電_1)

① 全体合唱で主旋律を歌い、その後班で教科書を見ないで歌わせる。

②  全体 合唱 で 中音、低 音を歌 い、班 で正 しく歌え て い るか どうか確認 さ

せ る。

③  班 でパ ー ト分 けを して 3部合唱 させ る。

曲の盛 り上が りの工夫を させる。

発表

上記の②～⑤を各班の実態 に合わせ、計画を立てさせた。下記のよ うな

表を使 い最後 に発表させた。

④

⑤
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試験鋒導あるクラスは、バズ学習を取り入れないでやってみたが、次の

ような結果が出た.                       L

全体学 習鉾み         !バ ズ学習を取 り入 れた場合

摯時聞がかからない。      ま鮨時轟数が全体学習鍮2鑑かか
る 。

・鐘々 の難握しにくく、歌えないl・ どの|も 、ある連轟歌ぇる。
子が その ままにな っている   :(下 位が伸びている。 )

曲゙の工夫 など クラス合唱 と して l・ 班独 自でや るため、鐘握 しに
~

統一 じやす い。         :く ヽゝ。

・歌わされているという意識。  ]・ 轟分たちでゃ二ていこうとす
iる 姿勢。

・ 一人 ひとりの指導が徹底 して い :・ 一人ひとりの指導が生 きて く

ない。             :る 。

一― 各 グループに若千差はあ った ものの、̀ だ いた.鼈 グゝループ唱がで きるよ   一 ・ ‐

うにな った。             、                   |
・ 若子の差 といって も技術、能力的な ものより、精神的なもの (気持ち)      |

が大 きい。

1年生3学期 「班で表現を工夫さFる 」 (夢の世界を)

班で合唱で きるだけでな く、理でど う歌 った ら良 いのか∵人 ひとり翁山

の願 いを出 し合 い、班で表現 目標を作 らせた。そ鍮後、各グループに実際

に発表 (合唱 )し 、 T一 番良 い も器を クラスの表現工夫 として取 り入れた。

機 高 T中 金抵音鍮 3パ ー トを全員が歌え るようにす る。

● 班でパ ー ト分けをす る。 (意図的 に、男子は低音で女子は高・ 中音 )

③ 班で工夫を して歌 う。



|■     1 0 発表 (自 分たちのグループ爆i工夫したところを発表してから歌う1)

l l     e 全体合唱

ξ 2年生で目指す姿

・ |で きるだけ早 くグループ合唱できるも (音致り)

・  各グループごとに自分たちの実態を考え、学響計画が立 られる。
・ 歌える子だけ :こ 頼らず、自ら譲悪に取り組める。
・  自分自身のつまずきや、グループの子のつまずきに対 して、色々な工夫

ができる。

7 3年 生て目指す姿

・  自分のつまず きに対 して、適切に対処す ることがで きる。
・ 課題 に対す る自分の達成度がわか る。
・  混声醒部合唱の響 きを味わ うことがで きる。

○  この時か ら、 4人でバズ唱を楽 じむ班が出て きた。

○ 歌えない班が歌え る班 といっしょに歌 う (練習す る)姿がみ られた。

○ 班で表現二夫 している時、自ら歌 もて意見を言 う子が出て きた。

○  積極的にバズ唱す る姿が見 られ るようにな った。

O 全体合唱が充実 して きた。

○  音が取れない子の中に、家でわざわざ自分のパー トを練習 して くる子がい

. た。

X 教室内で、 3つ の班が歌 うとお互いの音が聴 きに くい。
X 班に一人歌えない子が しヽると、とまどって しまうことがあ る。
X 課題の到達に対 して、班母差がある。

以上であるが、今後生活班だけでな く、能力などを考えた音楽授業だけめ班を

作 り、実践 ヒ/て いきたいと考えている。

4,成果と今後の課題



全員リーダー制tlよ る生活統ぎ勢学級づくり

春 日井市立小野小学校

I  墓基 本 =的 な 考 え

☆ 学級経営における教師の指導性

子供たちは、学級に存在する様 々

人間関係を通 じて、多 くのものを学

でいる。

学級 における学習こま、教師と児童

児童 と児童 との多様な相互作用を含

全体的な過程であ り、その指導 こま、

り効果的な相互作用を生み出すもの

して、意図的・ 系統的に組織 される

要があ る。

,1年懸負の学級経営で震然を持つ
←'児童 理解'tこ 基づ く指導システ

・ 鰹の確立・ 自立を目指 して、

かす意欲と、性を理解 しようと

杉肛嬢あさ子

な

ん

む

よ

と

必

てllllられない::         |
ムの確立が急がれるべ きである。

自己の評価能力 を高め ることで、自らを生

する態度を育てたい。

主寺る力な育て
・
う宇幾般鷲

望まい嗅戯雛 く孝:壺重1≡爾下丁百区

鶴場理奪モ璽1轟
f倉懇亀袖毒摯

全員ボ接Cド 鶴 し■餞集卜鑢 く

「 自畿め尊重」を F集回の向上Jに つなげ るもの と

饉 と集置をつな ぐスチップとしての小集団 ―― 班・

その基盤 とな/3話 し合い活動を重視 したい .

して、

係の活動ここ注目 したい。

慶4・■幕葦予俸

…様 (屯添轟難ぷ人:僕 )
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ア.子供たちが明 るく、活動時にな った。熱意 を持 って話 すようにな り、誠
実に聞 くようになった。 自分な りに考え判断 し、 自分 とみんなのために喜
びを持 って動 くようになる。

イ。話 し合 う内容が充実 してくる。現在の子 1共 たちの話 し合もヽ 1ま 、生活の中
から問題 を見つけ、それを自分たちの手で改善 していこうとする意欲が感
じられる。個人の努力を認め、励 ます思 いや りが生 まれるも実践 1ヒ ヘ向け
てのパワーが生 まれる。
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ら
学級集日の中 に、明確に位置づ (ナ なければな

個を生かすものでな くて :ま な らないのだか ら。
にある。

(2)生活を紡 ぐ
教師は、子供一人ひとりに、自己教育カ ー  

「
生Lき る た め ここ

~― ぶ ノIJ をつけなければならない。
そして、その力を生み出す土壌としての現代の子供在土 ≦無 ◆ 生 オ舌

における「関わ りJの衰弱と、「経験」の危機を認識する必要がある。
いつの時代にあっても、子供たちは、仲間集団を創 ることで社会化 し、人

間としての生活の仕方、「生 き方」を身に付けてきた。
「仲間Jに :ま 友情が生まれ、「集団 Jここはルニルができる。

今、教師に最も求められているのこま、子供が自己を向上させることができ
るように、環境を整え、子供たち自身の手で、生活を発展させていけるよう
な教育の技術を増やしていくことでこまないかと思 う。

だからこそ、担任 lま 、学級を「社会Jに しなければならない。「仲間集団J

こ1育 てな t・lれ ばならない。その学級の中に生活を形成 し、向上tて いく力を、
子供たちァ‐人ひとりに生み出させt仲間 と力を合わせて、日々の生活を統が
せていかなければならない。

専  指 導 の 手 だ て

子供たちの生活世界を魅力あるものに回復するためには、学級生活を、「楽
で こま な い が 楽 ヒノい も 備 J・ 子供れ とって本当ID意 味での、
「tた 這霊 亀走Jヒ ォ番 ⊂ゝ理易 」にすることでありこそこで、学級の子供たち
全員 tこ 、「蚕霞 じ しヽ嘉塁 通貪 」をできるだけ多 くさせることだと思う。
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日記や個人 メモ tま 、自 らの生活 を見つめることで、話 し合いの基盤 となる

個の内省力を育てていく◆

子供たちは、自己と対話す ることで、自分 を見つめ、生活の中の問題点 を

見つ tl■ る。

従来、それ tま 、教師の赤ベ ンが育 ててい く部分が多 か った。教師がほめる
ことを軸 に、雛 ましを与 えることこま、全学年 を通 して重要なことであ り、個
々の児童 ここ対す る評価、それに基 づ く指導 lよ 、 1対 1の 段階に応 じたきめの =

細かなものでな くてはな らないことこよ、当然である。           |
しか し、も う少 し、その処理 (評 価≫の場 を、開放的なものへと視点を広

げてい く必要があると思 う。

子供たちの毎 日の生活 こま、小集薔 、あ るいこまクラス全員で話 し合 つた りも |
解決 してい くための問題提起にな るもの も多 い。それ らを積極的にと りあげ

ることここより、子供たちの日々の活動が、子供たち自身の向上につなが った
り、仲間 と自分のために確かに役立 ったということが、喜ぴ として実感でき
る場 一― 活動す ることが、価値あることだと認識できる場を、積極的 tこ ひ ら
いていきたい .

また、自らを生かす意欲 と、性 を理解 しようとする態度を育てるために tよ、

評篠カー ド類の充実を図 ることが有鶴である。
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全 員  I_タ ーー タ゛ニート制 ここ JL る

子供たちの活躍する「場Jの lll発 と『処理 J器 I夫

E“  実 践 と 考 察

(1)全 員 リーダー制

「 全員 り∵ダー制」によって、子供 たちが、明 るく活動的にな った。  |
F誰 もが、何かで きるだ」という全員 リーダー制 tま 、優れた子 だけが活躍 し、

教師もそうした子を中心として活動 を進めてい くのだという子供の中にある既

存 の意識構造 く「 どうせ」 。「 Ellに J)を 壊 し、誰かが、何かがで きるのだと

いう雰囲気 を生み出す。

子供 たちが明 る く、活動的になる。

「 誰かが』́は、「 誰もJに 変わ り、「 何かを、必ずできるのだ。」という期待

が生 まれる .

そ して、その期待は、日々の生活の中で、子供の事実 を通 して、自他への理

解を深め、自信となつて、互いを諄め合い、励まし合う力となる。

すミて母子難涯睡の場を保障し、活轟‐できる力を育てることができる。  
‐
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l①蠣 雲 曇 ごI輩 賀「 責釜 1人 ひ とりの学級 での位置付けができ、そ
||れ が学級成員 としての自覚を芽生 えさせる。そこ :こ 、学級の生活 を担 う責任
‐と喜ぴが生 まれる。

1 また、子供たちの手で学級生活 を見直 し、改善 させ ることが重要である。
■自分 たちが、学級を創 るのだという明確 な目的意識が、日々の活動を支え、

1活動 すること自体が、生活を形成・ 向上させてい くことになる
`
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H3、 8、 lo

錢ひとりが鑢織晴しヽ、優臨まる麟鍛鑓
―― 個が意欲的に取り組める操作活動の追究 ――

研究にあたって
1、 本校の教育目標について

滋賀県 伊吹小学校
大 野 宏 己

(本校の教育課題) (社会の要講)

。私の宝の残せる教師

・授業で子 どもを変える教鐸

・感化で子 どもを育てる教師

(児童の実態)

。課題に対 しtねばり強く取 り盤も

うとする意欲はあるが、筋道だて

て考えた り相手にわか りやすく伝

えることに弱さがみられる。

・一人ひ とりの子どもは糠性的であ

るが小規模校のため 人蘭調係が

題定化され集目の場で個々の力が

発揮できない弱さがみ られる。

従壊。素朴であり言われたことltま し

め:こ行動できるが、主体釣に物事に

取り経む姿勢に弱さがみられる.

'自 ら進んで取 り組み自己表

現を図れる教育活動 {特活 ,

授業改善)の充実

・豊ォヽな体験と豊かな心を育

てる教育活動 (ふれあい体

験 `議書体験)の充実
。伊吹らしさを育てる教育活

動 (いぶき活動)の充実

・学校と家庭の連携による教

育活動 (連携活勤)の充実

'授業で鍛え、授業で伸ばす

学校の割造 (授業で子ども

を変える学校づくり)

・楽 しい学校の創造 (一人ひ

とりの子が自己実現を図れ

る学校づくり)

・開かれた学校の自造 (地域

と手をとりあって子どもを

育てる学校づくり)

。すすんで学ぶ子

・思いやりのある子

・墨難に立ち向かぅ子

すすんでやりぬく
伊吹の子

生き生きと学習する子

障
瞬

―■
贈
腰
出
固
『
劇
「副
割
霜

生 き生きと学習する子 ふるさとを愛する子 きびしさに立ち向か ぅ子

自分の考えが表わせる子

自分の考えと比べられる子

友だちや生き物と仲よくする手

友だちと協力 し生き物を大勢に

する予

friil&BF&Ad)t ser&< T-

自分からすすんで生き犠を世話
する予   ・

さいごまでがんばる子

自分の力でやりぬく子

目あてをもってや りぬく子

課題に向けて考えをみがき合え
る予

自分の考えで行動できる予 a*'PjtTPra<+

■

(教育日標 )

(子 ども像)



2、 研究主題と主題設定の理由
(1)研究主題
一人ひとりが創意を出し合い、個が高まる授業の創造
―― 個が意欲的に取り組める操作活動の追究 ――

〔21 主題設定の理由

⑫ 学校教育の今日的課題
近年わが国では、技術革新による産業構造め急激な変化に加えて、情報化

や高齢化、国際化の進展がめざましく、来る21世紀には、このすう勢はま
すます強くなり、わが国の社会は、これまでに取り組んだことのない新しい
課題に直面することになるであろう。だとすれば、次代に生きる子どもの姿
を展望する時、今日の学校教育は、一つの大きな転機を逸えているといえよ
う.

新しい教育議程では、このことをふまえて、次の4つの柱を立てている.

ア 心豊かな人間の育成
イ 基礎・基本の重視と

― 育の推進
ウ 自己教育力の育成
工 文化と伝統の尊重と露藤理解の推進
ところで、算数数学母圏藤調査によると、日本は計算力において、トップ

レベルであるが、薦題解決の力が劣るそうである.本校の児童の実態も同じ
覆寵を示している.

それ設、算数料の授業を工夫し改善するために、4つの柱を立てた。
ア 覆性的な発想を生み出すこと.

イ  イ 基礎・基本を自分のものとし身につけること.

ウ 譲題に対して主体備にたくましく解決していくこと.

工 意欲的に学習に取り組むこと.

これらを研究の基盤として、授業改善にメスを入れようとした。
3、 研究仮議

新教育課程がめざすものは、意欲的な態度・個性鋳な発想 。たくましく追求し
ていく力・基礎基本の充実であり、これらは、授業の中で練り上げられなければ
ならない.

それ議、全での段階において操作活動をIE面にすえ、体験的学習活動を仕趣む
ことが不可欠であろう。

また、操作活動における子どもの姿を分析していくことにょり、子どもサイド
母授業が実現できると考える.

4、 研究の内容

子どもたち一人ひとりが意欲的に取り組むことができる操作活動を追究するた
めに次の3点について研究を推進してきたこ
① 操作活動のBIfL
② 操作活動を取り入れた指導法の改善
③ 環境の充実と活用

2



教育目標

児童の実態

研究主題

研究の方向 と

釜

ふるさとを愛する子

多轟欝なもの参見方や考え

方があまりできなト
学奮避圭じ参紅壌シ饉
むガ、猿懸惟瞳乏じト

難進立てて考えたり、議壌
したりすることができない

一人ひ とりが211意 を轟 し合い、個が高 まる授業
●書:造

一 優が意欲 rtJに 取 り組める操作活動の追究

0基礎・基本 を自分の もの として

身につける子
0課題に対 して主体 fltrに た くまし

ぐ解決 してい く子
0意欲 frJに 学習に取 り組む子
○個性的な発想 を生み出せ る子

環境0鬼実と活欝

プランタイム

撃元母構造甕0轟示

J~丁 ~   ……T

算数0轟バズルゲこム

鍵警毅異奪藩発

操作濃塾を理りA継走壁導注

罐
・曇許選島t覆ムを‐■jてた撃元
儀暮::曇

・難警濃機t響Lミを豊てた学奮
晨轟

・暴佳彗垂0轟導つあり方
。子とも0讐喜意識種焦点を

墓てた詳曇

・母管llit操 作
・生み轟し議作
。手さぐサ繰警
・としか0操作
。手だすti撥酵
・毬ぱみ曇作

響究の振説

新教育課程がめざすものは、意欲的 な態度・機性的 な発想
た くましく追求 してい く力・基礎基本の充実であ り、これ ら
は授業の中で練 り上げ られなければな らない。

それ故、全ての段階において操作活動 を正面にすえ、体験

的 学習活動 を仕組 むことが不可欠であろう。

また、操作活動における子 どもの姿 を分析 してい くことに

よ り、子 どもサ イ ドの授業が実現で きると考える。



6、 研究の方向と実践化

(1)操作活動の類型化
一つの単元を学習していくとき、いくつかの操作活動を生かす場をよく考

えておかなければならない.そのためには、操作活動を類型化しておき、単
元計画や目標に応じて効果的に使用する必要があると考える.

それで、操作活動を6つに分けて、次に示した.

Ooり 出し操作 (動機づけ操作 )

問題を生み出したり、学習の動機づけをさせるもので、子どもに目的意識
や必要感、興味、関心をもたせるものである.

主に、露夢巌難難轟に使用する.(注 1)

②二糞豊豊上盤盤 (概念づくり操作)  :
子どもに念頭で思考させることを手の操作でイメージ化させる.操作を操

り返 しているうちに、頭の中にイメージがだんだんできあがって、記憶など

もより明餞になる.

③ 手さぐり操作 (試行錯誤操作 )

子どもに操作を通して、多面的な発想を生ませる.彗菫理露漂蒙などに使
用.I                  (注 2)
① たしかめ操作 (検証操作 )

子どもの発想を操作を通して、具体的にたしかめ、分からせる。
⑤ 手だすけ操作      .キ

子どもの論理摘な説明む操作活動を通して確かにさせる。具体場の操作警
根拠にして、言葉の表現に漸次高め、筋道を立てて考えることができるよう
にする。

③ はげみ操作 (習熟操作 )

子どもに操作活動を通して、基礎 “基本を習熟させる.

灘:難: プランタイム

単元の見通しがもてるような学習過程を仕組み、子どもの課題を設定する

第 1時の学習.

灘藩 拡散型の授業

譲題に対して、一人ひとりが取り組む過程やその成果を認め合うことによっ
て、互いの考えを広げ、深めていくことをねらった発展講な学習震欝.

121 操作活動を取り入れた指導法の改善

① 操作活動に視点を当てた単元指導計画 (葉霧萎照 )

本校における単元指導計画づくりのポイントは、類型化した操作活動を目
標や流れに合わせて、いかに計画に組み入れていくかということである.

そのために、単元を構造的にとらえ、学習課題と学習内容 (操作活動)と  「      _
で、流れを表した。 (構造図 )

また、操作活動の類型を
~SAす

ることで、操作活動を生かす場を明確化し
た。

このことにより、 1時間 1時FHlのつながりがはっきり分かり、子どもに学

4‐

「



習の見通しを持たせることができるとともに、子どもの学習意欲懃喚起 (予

書、復警)することができる。
つまり、子どもに「自己教育力」を身につけさせるのに役立つと考える。

② 操作活動に機点を当てた学警展開 {甕襲機轟 )

本絞では学習段階を「つかむ」、「みとおす J、 「ためす』、「ふりか
える』、「ふかめるJの 5つの段階にした。

とくに「ためす』では、十分に時間を確保することによりt操作活動を

通して自力解決させることをねらっている。また、「子どもへの配慮Jで
は、曇に応した指導の充実を図り、小人数学級の特徴を生かしたきめ級か
い指導をしている.

③ 子どもの学習意飲に焦点を当てた評価 (資霧葬覆 )

機豊児の記録をとる際に、学習意欲の変化とその時の教簿10働きかけを
詳療に記録するようにした.

学習意欲の自上がみられたとき、子どもの具体的行動はどうであったか、
その鋳の教欝の働きかけがどのように効果購であったか.ま た、その選の

場合など参結果を基に、操作の内容 。させ方・授業の構成について考察す
る.

そめ機にも、子ども
― 中のノート等の記述や授業後0自己評優表、

小テスト等も評価とする.

6 環境の充実と活難

算数の学習でもこより下層の教育嬢果を上げるために畿 教育環境0機
麗饒な磯きを見つめる必要があると提え、その充実を甕ることとした。

◎算数コーナーの設置一 学習活動の鍵進や学習内容の定着、学習意欲
(醒壁華轟轟韓運菫) 参議績をね らう.

7、 研究の成果と議蓬

(1〕 操作活動を正菫にすえる

操作活動の意義や条件― することにより、6つの類型が考えだされた。
それらを目標に応じて、単元構成や授業構成に難み入れ、授業の改善が図れた。

手 元 緯式 〔一時親の夏 栗轟 咸

'

手 ども。オ裁 襲撃ハイ立麗
'1す

の̈り:ま費紹争

た` と旬
｀
こ瀬碑

。
1争 _だマ巌
_.は 1デ 鋼自午

ず手ンダイム
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121操作活動を正面にすえて

授業に操作活動を取り入れることによって、どの子どもにも個性的な見方・

考え方が発想でき、より澱く考える能力を伸ばすことができた.ま た、授業中
子どもが楽しく、しかも集中して活動するようになった.

具体綴をあげると、次めようである.

〔3: 操作活動を生活化する舞めに

操作活動を生活化するために、算数コーナーを設定した二算数コーナ∵を
設けるにあたっては、次のような企画が考えられた。

・
聾妻鐵θ     脇轟 ネ
.飩雪黎黙轍]｀議i
の轟 意、翻読ミ群が

操作活動を取り入れた子どもサイドの授業を目指すために、学習童飲に係
わる誠録をとり分析してきた.

そのことによって、教籐OD働きかけと子どもの意欲との関係が次第に明ら
かになり、子どもサイドの授業づくりが可能になった。

6

「算数のた絃がそ子き
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響の見通しを持たせることができるとともに、子どもの学習意歓懃晩趣 (予

彗、復警)することができる.

つまり、子どもに「自己教育力」を身につけ碁やるのに役立つと考える.

9 操作活動に視点を当てた学習展開 {甕襲機轟》

本綾では学習段階を「つかむJ、 「みとおす』、「ためす」、「ふりか

える』、「ふかめるJの 5つの段階にした.

とくに「ためす』では、十分に時闘を確保することによりt操作活動を

通して出力解決させることをねらっている.ま た、「子どもへの配慮Jで
は、偲に応した指導の充実を目り、小人数学級の特徴を生かしたきめ級か
い指導をしている.

③ 子どもの学習意数に焦点を当てた評壼 (    )
機轟児の記録をとる藤に、学習意数の変化とその時の教簿の機きかけを

詳経に記録するようにした。

学習意飲の向上がみられたとき、子どもの具体的行動はどうであったか、
その時の教簿の儀きかけがどのように効果講であったか。また、その達の

場合などの結果を基に、操作の内容 。させ方・授業の構成について考察す
る.

そめ機にも、子ども
― キのノート等の記述や授業後0磨己評優表、

小テスト等も評義とする.

O 環境の充実と活菫

算数の学習でも、より下層の教育嬢果を上げるためには、教育環境め燿
藤鋳な磯きを見つめる必要があると提え、その充実を甕ることとした。
S算数コーナーの設置一 学習活動の鍵進や学習内容の定着、学習意欲

〔要肇華華轟醍類菫) 等難続をね もう.

7、 研究の成果と警題

操作活動の意義や条件を吟味することにより、6つの鎮墨が考えだされた.

それらを目標に応じて、撃元構成や授業構成に組み入れ、授業の改善が選れた.

(手 元 緯 式 , (一 時報の愛 東馨 咸ク

手ども0オ難 襲奮め職 厨
'1す

―のiliま 腱解争

。た こ奇
｀
藤

‐
:キだマ巌
__は 1デ ル霧作

ず孝ンダイム
iた め_f疑茎|
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Ⅱ 今後の議蓮        :

1、 学年発達段階に合わせた議し合い活動

操作活動をしながらノー トづくりをし、具体物を示しながら、子どもた

ちは緩拠をもうて自分の考えを達べるようになってきた.

しかし、子 ども同士で話し合いをつなげt考えを練り̂上げ、より轟次元

の思考に甕達する段鶴が課題 として残された.

2、 評優の活用

子どもの意飲を評極することを試みたが、この評薇を授業を構成するた

めの糧とし、更に一人ひとりが意欲携に取 り組めるよう、日常の授業に活

用 していきたい。

3、 萄印け議露C月課野卜湮駆躍,0-
単元における操作活動0系麟性は現らかになってきたが、各領減震の系

統性までは及ばなかった.

そこで、発達段階 と操作活動との関連について追求し、領滅別の系統を

明らかにしていきたい.
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研究主題   相 綺 _作 用 を 生 か し た 理 科 学 習

愛知県春目井市立中部中学校  吉 圏  真

1 はじめに

これまで行ってきた授業は、どちらかというと教師による知識伝達型の授業が中

心であった。この指導法は、知識を効率良 く伝達するに,は とてもよいが、反面、生

徒が受け身になり、生徒一人一人の能力、関心、興味を生かすことができなかった。

これでは、新指導要領の柱である、個性の重視、自己教育力の育成、基礎・ 基本の

徹底は実現できない。

そこで、バズ学習を授業の中で積極的に活用することによって、個の考えを高め

させ、班別自由学習、自由研究によって、主体的な探求活動をさせることにした。

また、基礎・ 基本を徹底させるために、予備課題、確認課題を行 うことにした。

その結果、生徒の自ら学ぶ意欲が高まり、自己教育力に必要な態度、能力が育つと

考え、本研究に取り組んだ。

2 研究の仮説

バズ学習、課題構成図を効果的に活用 し、班Ell自 由学習・ 自由研究の場を設定

した授業展開をすれば自己学習に必要な能力や態度を身につけさせることができ

る。

予備課題、確認課題を行 うことによって、主体的に学習に取り組ませるために

必要な、基礎 0基本を生徒一人一人に身につけさせることができる。

3 研究の手だて

(1)課 題構成図

授業にとって大切な課題を、単元初めに、生徒に一括提示するために考えたの

が課題構成図である。この課題構成図によって、生徒に学習の見通 しを与え、学

習に主体的に取り組もうとする意欲を喚起させることができると考えた。

課題構成図を単元の初めに生徒に提示 し、単元のガイダンスを行う。このときt

生徒の意見、感想を聞き、必要があれば課題構成図に修正を加える。

(2)基本 g.Jな 授業の流れ (資料 1)
バズ学習紗基本釣な流れ、「課題提示→個人思考→バズ学習 (集覇思考)→ 衰

とめJを もとに、授業の基本的な流れを考えた。

(3)班 Ell自 由学習と自由研究

班Ell自 由学習とは、追究の手だてが多く広がりのある課題を与え、追究の手だ

てをバズの話 し合いによちて考えさせたり、iin択 させたりして、班で行わせるも
のである。これまでの決められた実験だけを行 うのと違い、自分たちの考えが生



かされやすいので、課題を真lllに 受け止めさせ、主体的に学習に取り組ませるこ

とができると考える。

自由研究は、単元の学習を進める中で、でてきた疑間、問題点、新たな課題を

個Eljに 解決させるためのものである。単元終了後t取 り組まる。自己学習に近い

もので、自己学習の経験をつませることができると考える。

(資料 1)

(4)予備課題

将来自己学習するために必要となるであろう、基礎、基本は確実に身に付けさ

せなければならない。この立場に立って、単元全体をながめ基礎、基本事項を精

選 して見つけだし、授業前に、プリントでこの事項を、確認・ ドリル学習させる

ことにした。

:~爾時の学習内容を中心に、基礎・基本が耳百百下て
いるかどうか確認するために行

・ 課題構成図を用いて本時の課題を確認する。
・ 演示実験、補足説明をし、課題をより鮮明にする。

・ 既習内容や経験から考えさせたり、常識にとらわれ
ない考え方をさせたりする。

・ 根拠に基付いた思考をできるだけさせる。・

・ パズ学習によって、.自 分の考えをさらに深めたり、

仮説を立て る

1.饉ム塁煮.J

l.がX主資.」

課題を追求

課題追求によって分かったことをまとめさせるも
パズ学習によって、考えをより確かなものにする。
教師の補足、助言を加える。

・ 問題点、疑問点は、発展課題として、扱わせる

学習内容の定着をはかるため、＼形成テス トをしたり
自己評価表を活用したりする。
生徒の実態をつかみ次壁企生坐立

准認課題を行 う

基本的な授業の流れ

「蓮求うだめの手だてを生徒に考えさせるが、内容に
よっては、手だてを示す。教科書は参考資料として利
用 させ る。

生徒=人ひとりが主体的に取り組めるように学習活
動を仕組む。

実験・ 観察を能率よくやらせるための準備を してお

・ 課題を板書する。



(5)確認課題

学習内容が定着 したかどうかを確認することを目的とし、隣接バズ、復習バズ、

形成テス ト等を利用 して行 う。
.

(6)自 己評価表

教材研究により、学習目標を設定 したとき、明らかになった目標を、知識、技

能、思考、態度 (情意)と いう観点別に配列 したものが、自己評価表である。自

ご評価だけではこあいまいさが生まれやすいので、隣接バズllよ る相互評価の欄

も設けた。この自己評価表によつて、学習の成果を評価したり、蓄積したりする

ことによつて、自己の学習を常に振り返る習慣を身につけさせることができると

考える。

4 指導の実際   _
(1)単元名  「酸・ アルカリ・ 塩J

(2)生徒の実態

生徒数は、男子 22人、女子 22人 計 44人

バズ学習の学習規律がやや身につき、班での話 し合いが活発になってきている。

実験に興味を持 つてやる生徒は、半分 ぐらいで、後の半分は見ている事が多い。

酸について知っている生徒は多いが、アルカリについて知っている生徒は少な

い6リ トマス紙、BTB反 応を理解 している生徒 :ま 、半数 しかいない。

(3)指導計画  (資料 2)

(資料 2)

取り組んでない菫]墨みろ1■誓

カリとはなに
りの電鍵をイオヒ重工壼L三二

(壼の学習を参考に生徒主体)

難万VttI薯奮レ買写l∫署Eご聴bttLT、 感花ナトリウベ

0は時間数 EIBは 翼題 EIIは 学習活動 LIIIは 予想される反応

第2次指導計画

(場理自由学習)



(4)課題構成図 (資料 3)

す1雄軍啓寒鐘年||て見付け、説明できるよう:ご1気
・ アルカリ性o水溶液が示す共通する性質を実験によって見付け、説明できるよう:こ

する。
酸とアルカリ性の水溶液を混ぜ金ゎせたときの化学変化を調べる

1時
酸・アルカリ・中性の水溶液にはどんなものがお丁ま瓦
酸・ アルカリ。中性の水溶液の違いを調べよう

はなにか調べよ

とはなにかまとめよう。
酸の電離をイオン式で表してみよ

lま なにか調べよう

アルカリとはなにかまとめよう。
アルカリの電離をイオン式で表してみよ

6時
酸とアルカリをまぜ合わせるとどうなるか調べよう

ま
ぜ
合
わ
せ
た
ら
ど
う
な

る
か

酸
と

ア
ル
カ
リ
を

・ 酸とアルカリをまぜ合わせたときの様子をイオンのモデルを用いて考えよう

とは、塩とは

・ 水溶液の反応で、反応後生じる物 の量は何に関係するのだろうか

と1ま、吸熱反応とは何だろうか

(資料 3)

水
溶
液
が
酸
性

・
ア
麻
ゎ
け
卸
機
な
ぜ
か



(5)自 己評価表 (資料4)

己   評

この単元あ学習は楽しくできましたか.

班で話し合う前に自分自身の力で課題に取り組

むことができましたか。

班で絆良く学習しようと努力しましたか。

班で学習することが三しかつたですか。

実験を進んでしましたか。

班で協力して実職できましたか。

価
　
　
組

表

氏名

評  価  表

組  番 氏名

・ヂれit i`・

5-o-3-2-1

5-4ヽЭ-2-1

5-■ -3-2-1

も -4-3-2-1

5■ -3■ 2-1

5-0-3-2-1

理で話し合うとき自分の意見を言 うことができましたか。    5-4-3=2-1

題で重し合うとき友達の意見をしっかり椰くことができましたか5ヽЭ-3-2-1

図  □
だいたいできる   あまりできない
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(資料 4)

5 授業実践の結果 と考察

(1)ガ イダンスについて

課題構成図を提示 したときの生徒の反応で最 も多かったのが、「電離式が難 し

いので、時間をかけてほしい」であつた。そこで、 7時を延長 し、 8時 の途中ま ´

でやることにした。その他の反応としては、「授業で分かりにくからたところは

予備課題で何度 もやってはしいJ、 「難 しそうだか らゆっくりやって」「頑張 ら

ねばJ等があらた。 これ らの反応か ら分かるように、課題構成図によって、生徒

の意欲を喚起することができたと考える。

(2)第 1次「水溶液が酸性、アルカ リ性を示すのはなぜか」について

1時の「酸・ アルカ リ・ 中性の水溶液にはどんな ものがありますかJの課題は、

予想通 り生徒の関心を高め、やる気を弓:き 出すのに効果的であった。

班 Ell自 由学習にようて、 自分達の実験ができるという気持ちを抱かせることが

できた。さらに、他班と違うことをやろう、たくさんやろうの競争意識もはたら

かせることができ、生徒は、主体的に学習に取り組んだと考えるcこ のことは、

どの理も必死に実験取り組み、理の中で、遊んでいたり、見ていたりする生徒が

準元名        毅・ アルカリ・ 塩

目 標

酸性の水溶蔵の共通の性質ポ説明できる。

アルカリの水溶波の共通の性質が説明できる

中和とは何か説明できる.

塩とは何か経明できる。

酸の電離をイオン式で表すことができる。

アルカリの電離をイオン式で表すことができる。

吸熱反応 。発熱反応が鋭明できる。

散性の水溶級の共通の性質を護べる実験が行える。

アルカリの水溶波の共通の性質を目べる実験が行える.

共通の性質を襲べる実験の結果から分かったことが説明できる.

酸とアルカリの反応メモデルを使って説明できる。



ほとんどいなかったことからも分かる。 2、 3時の教師主体の授業を受けての 4、 /

5時の生徒主体の授業の展開は、とてもスムーズにいった。二つの流れを他に応

用する態度を育成することができたと考える。

(3)第 2次「酸とアルカリをまぜあわせたらどうなるかJについて

6時 も班別自由学習の形態をとったつもりであったが、どの班 も同じ実験をや

うていた。課題に広がりがなかったせいである。こういった課題の場合は、一斉

に取り組ませたほうが能率的である。

9時、10時の二者択―の方法の班別学習は、生徒にやる気を起 こさせることに

つながったと考えるも選ぶことができることに魅力を感 じ、やらされる感覚が薄

れるようである。また、結果発表も、クラスの半分は、知 らないわけで、いい加

減にやると友達から質問されるので、。これが刺激となり、一生懸命に取り組ませ

ることができたと考える。

(4)自 己評価について

認知面で相互評価を取り入れたため、自分だけの思い込みがなくなり、客観性

が出て良かった。また、友達に話すことにようて、頭では分かっているつもりで

あったことが、あいまいであったことに気付かせることができ、学習内容を定着

させるのに役立った。自己評価についての感想では、「 自分がだんだん分かって

いくことが目で分かるのでうれしい」「分からないところが分かりうれしい」

「 テス ト勉強がしやすいJな どが多かった。態度面の自己評価表では、どの項目

も、クラス平均が普通の3.0以上であった。また、個人的に見ても、 1ま たは 2

と答えた生徒は、 3～ 5人であった。

(5)自 由研究

自由研究に実際に取り組む前に、まず、課題と方法を書かせ、提出させ、ア ド

バイスの必要なものには、個311指導を行った。

生徒の取 り組んだ課題は、興味本位の課題、授業内でうまくいかなかった課題

が多 く、発展的課題が少なかった。発展的課題が少なからたのは、残念であるが、

意欲を弓|き 出すねらいは十分達成できた.

授業内と同じような課題が多いのには驚いたが、実験に取り組んだ理由は、実

験がうまくいかなかったから、自分でできなかったから、という前向きなもので

あったぎ

6 おわりに

班 Ell自 由学習、自由研究によって、生徒の学習意欲を高めることができ、これま

で、どちらかというと受け身的であった生徒に、主体的に授業に取り組ませること

ができた。本研究により、わずかではあるが、自己教育力の育成ができたと考える。

生徒に主体的に取り組ませるための実験・ 観察の開発を今後の課題とし、自己教

育力を育成するための指導法の研究をさらに進めていきたい。



益 諸 麹 囲 |じこず■_た 端 調 讐 に つ い て

衡 )アテネ会館 専務理事 西塚茂雄

この標題は,私たちの教育的活動が,敗戦の明けの昭和21年からはじめて,

今日までの45年間を総話したものであります。その間,研精塾(S.21-),アテ

ネ学習会(S.総―), 4財)アテネ会館(S.41-)と何度も脱皮して,私的な活動か

ら,公的な人格をもった財団法人にまで成長しました。かくして文部省学校教育

側の指導要領の枠をあまり気にしないで,また他方の小,中,高,大の入試を中

心とした教育産業からはっきり,■線を画したことを公的に宣言して,昭和40
年12月 23日に,二重     を経て,財団法人アテネ会館設立の許可を

得ました。

繊 )アテネ会館 寄付行為 (一部)

参姜暑―“喧睾:     組 ll

第
‐

条 ,i第 二 条 ・ ・ ・ (欝 略 )

舞   織 ―
第二条 本会館は広く文化その他に関する研究を行うと共に,a婆 の健

全育成を目途とする社会教育事業を推進することを目的とする。

第四条 本会館:ま前条の目的を達成するために次の事業を行う。

1 学問,文化その他に関する研究

2    校外生活,家庭生活の向上

3 各種研究会,講習会,講議会の開催

4 本会館の目的に適う各種会合への会場提供

5 その他の本会館の目的に適う適当な事業

舞 膵 鵠

織

アテネ会館の社会教育的活動の一部を紹介 (NHKビデオ14分 )

わが寺小屋∵83笹運螺の巻)

受験勉強をしない塾 (S.繋.3.17.婚 :25放送)

(■ )石とりF―A CS,2.8。 18:黒田孝郎先生のサマーレクチャーから)

(2)重板 (リ レーション・プレート)(s.43。     ,集 衛慇鋤

(3)読書 CS.       を複数で集める,193種 )

(4)ふなの模型 (黒田孝郎先生の講演の発展)

(5)ルービック・キュープ cS.55‐算数の最小公倍数)

轍 )



入会式|こ寄せて      東大教授  平野次郎先生

折り目のついた真新しいワイシヤツを着て

小鹿の眼のように人なつこく

青業の風のようにすがすがしい顔をあげて

胸に吹き込む一切の夢を見てとろうと

見知らぬ壇上をじっと見詰めている少年たちよ

桃色よりも柔らかい頬ぺたを

四月の朝の講堂にみずみずしく輝かせている君たちは

まことに溌刺とした弾力性の象徴

未来と光りのほかには何も見ない

一本気と純潔のほかには何も持たない

大空をかける風の申し子

大地を萌える命の精鋭だ

被いかぶさるもろもろの理不尽をも

すべて無心に受けとめ浄化する

上げ潮の海の匂いのする日許には

おとなしそうで、しやべりたそうで

恥ずかしそうで、笑い出しそうで

むずむずしている千変万化の可能性が

清冽な若さに洗い出されて光っていた

いまアテネにはやがて逆まく巨大な波となって

無限の空間にとどろきわたる

圧縮されたエネルギーが渦巻いているようだ

君たちの眼猿燃え立つ信頼と光明の炎は

まるで天の声を人間にささやく永遠の浄火のようだ

昂然と額をあげて

真理の急坂をよじ登ろうとする見渡す限りの精鋭

もうもうと湧き起こる暗黒の戦雲の奥にも

君たちは「道Jを間違えることはないだろう

ただ私はひそかに祈った

人間を社会悪のなかおこ野垂れ死させないために

パ間を自らの存在を生き切るために

人間の弱さと血みどろに体当りする

強い土性骨を太らせることを

この世の少しばかりの誘惑とおめかしを捨て

また君たちのいじらしい誇りをも捨てて

君たちがただ他に換えられない人間になるために

汗を流し泥にまみれても

自らの「道Jに猛進することを

S,40.4.15.
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算26圏全褻バズ学習研究大会資料

分 科 会 名 勤 務 校 氏 名

実践研究発表参≫崚阜県土崚市立泉西小学校 杉 轟  正 性

1、 研究主題

グ ル ー プ を 生 か し た 学 習 指 導

2、 主題設定の理由

4月 、学級開きと共 lこ、一人一人が生き生きと意欲的に学習に取り組む学級

をつくろうと、毎年意気込むのでtま あるが、いざ授業を行ってみると、自分の

理想の授業にこまEII底雇かないものばかりである。そして、次第ここ学級聞きの時
の意気込みも溝沈してしまうことがよくある。

授業の構成が一部の児童だけに大きく関わってしまい、多数がお客さん鈎な

存在であるというのである。学級全体でねりあげ高め合っていく授業が成立し

ないということである。挙手したりして積極的に授業に参加してくる児童と度

対 :こ そういう児童や教師の話を聞いて授業に参力Eし ている見菫とこ授業中の学

級が三分化されているのである。

消極的な児童を授業に参加させようと意図的に指名をすると、概重■鋳を得た

発言や自分なりの考えを河とかしようとする。しかし、声が小さく、生きた発

言とは言い難い。

そこで、このような児童の意識を生活ノートや生の声から探ってみると、こま

とんどの見重が間違っていたら恥ずかしいという気持ちをもうていることが分
かつた。また、このような児童こま授業中に積極的に堂々と意見を言いたいと,
う気持ちを合わせてもつていることも分かった。
つまり、好ましい人間関係が醸成されていないために、積極的な児童とそう

でない児童ここ分かれてし・まい、バランスを欠いた不安定な授業ここなってしまう
のでこまないかと考えられる。

そこで、好ましい人間関係をつくり、一人一人が生き生きと学習に参加して
いく学習展開をしていくためにこま、∵斉指導工おtナ る個の存在・活躍・学習よ

り、小集団というグループを生かしたほうがその場面が高:ま ると考え、本主題

を設定 した。

また、グループを生かした学習展開を進めていくことで、集圏の中での二人
一人の自己実現が図っていくことができるのでこまないかと考えたこ―   ‐

3、 研究の恢説

グ
｀
ループという小集圏学習を注置づけた学習指導と集国の中での自己実現と

の間報を次の買のようここ考えた。



‐― ぱ響理路種
「
を鐘鑽慎      ぁり方 _

:T嗅=ん寿寄「:こされ、存饉動耀庁

:翼駐動穣は り、気持ちが集中できる

:見方・考えラ機警 まる、広がる

:教えてもらえる、教えることができる

:励瞳してもらえる、励ますことができる

:認めてもらえる、認めることができる

!ほめられる、ほめることができる

グループという小集団の中の他のメンバーによって機会 ◆意欲づけ ,緊張感
職まし・援助などの作用が促され、逆に、好ましい小集回の中でこそ自己を実
現できる児童もいるととらえ、小集団の学習が生かされることにより、学級と
いっ大きな集騒の申での自己実現ができるのでtまないかと考えた。

4、 研究内容

振説に基にして、次のような研究内容で研究を進めた。
(1)児童の意識が持続するようなこだわりのある課題の設定

・意識のズレ (矛盾)が生じる事象提示
◆興味関心のある内容め取り上げと児童を薔|き つける資料提示
・適度抵抗のある内容
。多様な発展性、思考、解決の可能性の内在

鏑

鐵

嗅 嗅 暉 嗽

難 ・鑢 しヽ

話し合い

支え合い・教え合bl噛 習

鶴 戦 、 献

メ違餞
・

の自上

好まい 手星爾標鑢

<垣議>



(2)1単注時間の学習過程の想定≧グル■プめ活動 〈小集圏ここょる学習)め鐘
置づけ

<社会科学習における 1単位時間の学習遇種 >

週種1  場    面   1 内

◆クイズ

・新たな課題

学習内容を考えて、この過程ここ中tこ グループの活動を位置づけていく。
位置づけはどの過程にもというのでこまなくて、一人一人の学習が高まう

ていくことを大切にする。課題との関係から、さぐる (探究遇覆)に 注置づ
けていくことが多い。

(3)グルービングとグループ学習の形態
〔グルTビング〕

`興味関心の差異によるグループ
・課題解決方法EIIグループ

・生活グループ

〔グループ学習の形態〕
・情報交換、織習、確認、考えの多様化……リーダーは進行役的な役割

04人

難

鑢

、練習、       リーダ4
全員発言 (参擦)が機観鋳館できる

まれる む蟻

つく   二練習

り                           :
臨   {ね りあlf― )

まま燿卜     ・接覇ミ網

|    ,話 し合い

容

認

識

還

覆

つ

か

む

探

究

過

程

さ

ぐ

る

確

認

過

程

ま

と

め

る



自羹 主 ・議し合い

まえる  。進求tまとめ

楽しく充実した    まれる

好ましい轟圏に高まる

4、 実 践       ・

【実践Fl1 1壺 (小 5理科『たねの発芽』より)・・・畿饒(3)た轟わズ
この単元では、たねの発芽の条件を手想 |、 その予態ここ応じて実験方法を考

え実験を行い、最終釣に発芽の条件をまとめるようになっている。
そこで、校庭や花壇に出ているいるいるな草の芽を観察させた後に、次のよ

うな課題を提示した.

たねが根や芽を畿ず《斃芽する≫なめにこま、なにが必要な舎だろうか?

児童から次のような予想がでた。
(ア)土が必要ではないか。

(イ)水が必要でこまないか.

(ウ )日光 (明 るさ)が必要でtまないか。
(工)暖かい く適当な気温)と発芽するのでこまないか。
(オン空気も必要でtまないか。

条件の予想がでたあとに、予想の疑問ゃ根拠を話し合わせ、自分が実験して
調べてみたい条件を決め、同じ条件同士でグループを組み、実験に取り組ませ
たふ

| この実践でのグルービングは、5っの実験方法で 15のグループをf昨 った。
34名の学級であるので、 1つのグループは2～ 3名機構成である。実験tま、
できるだけ個人でやらせたいという考えと、一人では実験の条件設定が不十分
な翼童への支えということで、最小人数のグループにした。
く実職結果と考察>
実験方法FIIのグJL・ ―プで学習を進めたことこま、一人一人の児童が自分の興味

関心をもって意欲的に取り組むことに効果的であった。
(1)の明るさの条件tこ取り組んだ児童tま、家から蛍光澄を持ってきて夜でも暗なゞらないようにと配慮して、明るい所≒暗い所磯比較実験をすることができた。

琴科の授業の実験でtま、どちらかと言えば第3者的になりがちであった女子の活動も十分になされていた。
実験内容ここも闘わるが、実験方法EIIのグループの構成tよ学習が高まってしヽく

ということで有効でぁると感じた。



【実践Fl12】 (小 5社会科『度内平野のいな作』より)・・・数解(1)(3)唱 :〕だ

○意識参ズレをもとにした課題設定と興味聞心房奪課題進求グルニプの構成

１

１

ゴ

る

人

人

ｃ．

票翼蜃轟薦

来の生産量こまどうだろう?

″ 課 題

::当轟和 ぉ

|          |

資料内の  事実の読み取 り

[

どうしてだろう?

なぜだろう?

タ
:農翼人冨が減ってぃるの経米の生産量が :

;変わらないのこまどうしてだろう?
L′″影

二想二考 し合う耳:言青奮賛言責雪稲ム栽培 ==II:
| ・人手を補うために共同で作っているも戦(1)

[:量竃遮嚢琶
の験  II職

;

この実験も実践(1)のように、興味聞心のある内容ごとにグループを構成し
て、各内容ごとに詳しく調べるようにさせた。また、調べた結果を発表会で、
良く分かるように発表するよう指示した。
<実践結果と考察>
グループでまとめる前に一人一人で調べておくようにと、グループを構成し

た後に付け加えておいたら、次の授業のときノートびっしりと調べたことを書
いてきている児童が多くいたことに驚いた。

普段あまり授業中に活躍しない子までもそうであったからだ。
一人一人の足場ができているから、どの内容のグループも意欲的に取り纏む

ことができたよグループのまとめを模造紙ここ書かせ全体発表をさせたが、グル
ープの構成メンバーに関係なく全てのグループがわかり易く発表することがで

豫:農業入目が減もたから、米の生産量

も減つただろう。



i轟や

`に

籍む武士の種

:  (lo種キ錨)

^{蓼

重翠軍′

きた。グルァプ内で各自の発表分握がしっかりなされていた。
授業時間翁効率や調べていなしヽ内容の理解をするという点では問題があるが

いな作の工夫を意欲的に調べるという点では効果があったと考える。
この実磯後にとったアンケート結果は以下の通りである。    ヽ

聞 :『農業人口が減っているのに来の生産量が変わらないのはどうしてだろ
う?』 の学習でこま、自分が調べてみたいことにつもヽて勉強して、みんな
に発表しました。 このような勉強はどうでしたか。

(ア )自分が調べたいことがやれて楽しい勉強だった。
(イ)轟 じことを調べる子のグルニプだったので楽しい勉強だった。
〈ウ≫自分で調べなくてはいけないので、めんどくさかった。
(工)一人でまとめて発表でなく、グループだったのでいやだつた。
≪オ》竜]ぜ〕撻 ‡≪工≫2冨

【実践Jl13琵 (小 6社会科『農村に注む武士勢世』から)鞭書(2)
(1)つ かむ (認識過程)還程における、確かな足場づくり (前時の確かめ)

くグループの話し合いによる、意図的な先行知識や先行経験の想起>
前時までの学習内容が、本時に大きく関わってくることがよくある。

そこで 前時の復習と本時のめあて電
鏑あて」「|卜赫あt」 (羅 :山酔表奨)の確認を授業

導入時に 注置づけた。
この活動を行うことにより、前時の学

習内容の定着が低かった児童に、その内

容を確認させると共に本時の学習内容の

確認や課題解決の援助こまた、学習の方
向づけができると考えた。

タルーフで力を

台わせて

滅上めさして

かんぼろう :3、 豊臣秀書の政治か麟から

8.議機饉氏0天下掟一が勝ろ

7.鉄亀とキリスト曇か低わ ,、

日本の社会
`菫

罐↓,1雲たことが群

6.農民たちか餞繕したことかわがう

5“ 建利農濃の政治かわかう

4,元との職いで嘉霧かどうなっていったかわかる

3(走 ltに 命を●・ける難奪武士の生活や贅持ちがわから

2″ 蹴奪幕籍こ御家人の腱銀かわかる

1.常驚構 糠0編係がわかる

※漂oめ あてなつもヽてわかったら、轟:量 書の人に色を畿ろう :

・学習内容と学習方向づけの山登り表

F頭のめあて」…知識理解的な内容

「心,めあてJ・・学習参加面の態度的な内容

くイ)
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く
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「

導入時のグループの話し合い

リギ‐:前6D時間で分かったことを鍾番に発表して下さい。

Cl:頼朝が手氏をううで、鎌倉に幕府を開ひた。

C2:壇の溝で源氏tま平氏をたおした。

C3:将軍と家来の武士t覇蹴蓄騒緩菱薇蘭漂で結ばれていた。    |
C桑 :その家来 `御家人は「いざ鎌倉」の時こま、命がけで戦うことを誓つ

たということだつた。

C5: ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●◆●●

り‐ダ‐:C5君、前の時間tま、絵 (教室内に掲示)のように、将軍と御家人

が響恩と奉公の関係で結ばれていたんじゃなかつたかな。由登り窯

く鎌倉幕府と警家人の関係がわかる)を色をぬろう.

リギ‐:今日の頭のめあてこま、 F土地に命をかける鎌倉武士の生活や気持ち

がわかるです。心のめあてこま、 蠅 に対して自分の考えを持つて、

| ダノャ
ー
ヤ〒し,∵ず警冒望_1_土三:

一山登り表を使い、つかむ (認識過程)遇程にグループの話し合いを位置づけ :|■

たことにより、本時の学習こま「土地に命をかける鎌倉武士ご生活や気持ちJで |■■

あることを確認することができた。更:こ 、前時の学習が源頼朝が鎌倉幕府を開 |■
き、将軍と爾家人こま、響思と奉公の開係で結tぎれていることが確認できた二ま

:|■

た、「いぎ鎌倉Jここ備えて絶えず武芸に職んでいるという考えここ発轟していく| ■ |

ことができ、本時に生きてきた。

この山登り表こま、学習の方向を示し「ていくうえで、また、爾人の足場づくり  |
として有効であった。(蒙 :稚、轟罐Э

お崎0猥糧  認鶴 :黎 命を曇諄ろ曇奮武tの生活●e子をつ― 自分の減 盤自分で守っていることがわかる.

憩嘔 :議種にヽして、自分の考えを持って、グループの蓋じ台t｀ に参目すること力
=で きる。                    “

率時●晨菫

選 程 な  ら t 載彗の手_1_先
轟  1 ‐ 予 書 される鬼事亀二」三 奪  意  点

f裏≧:
一墨盤を摯に攻められなちヽようttしている.

聾…電一職狩、職も`に優うのではら  ′

ィ1職
をつかませる。

1   扇 高 蓬 墓 悪 喜 嚢 響 葦 ぼ

燕 こ
=つ

も戦L現古してい
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うな
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書
体籠妻をさせる。
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量糞武士が武】の要護:こ鐘lfrotの 峯ュどぅ毎てだろう。

・ リーダーヘ0携聰を行う。
騰 餞,,3G}

・ 将軍と揚撃人の鶴 をつか

ませておく。 (本時へ尋螢わ
りより】

・ めあての磯簿織山豊りを名
と:こ、 リーダーがメン′ゞ―i4

言ってtヽ く.

・ 多くの子供が溝豊 (発8)
t・ さら場で島り、算彗武±0
1具

体的生活を掟えていくとこ
ろである。多くの子に播各も
:て いきたヽ`. t■l犠 名)

申辱OE藝  露露 :主織におそ押 為犠奪試士の生活がおか嗜た會、 (ノ ート・ 縫雷1  懇策 :デループ習酢とめあてそ持■で撃難できなか。 (澤嚇態度)



(2)さ ぐる (探究過程)過程にぉける、議題進求働ためのグループの位置づけ
|‐ 主導設定のところでも述べたが、一人一人の考えを学級全体に轟し合いも学
1数全体で考えを髄lLUあ る方向へねりあげていくとなると、学級人数 :授業時間
などのため、全員が発言したりしてねりぁげていくこと鍼trIと んど不可能であ‐る。
また、このとき授業に参加しているものの、どち

く受動的学習姿勢、考えが浅くぼんやり姿勢)し て
式識い。

そこで)一人一人の考えをねりあげるために少人数のグループで、話し合わ
せることにした。グループといぅことで、一人一人の議題に対する考ぇが明か
になり、また、グループの中へ自分の考えを自分の言葉で語らなければならな
いということで、考えが深まっていくだろうと考えた。
しかし、実際に行ってみると、グル

ニプ警成◆話し合いの方法◆役割分担
などいうヽ ろ`な問題がでできた。まな
くヽ ら・爾人の考えづくりをしても、一

人丁人が発言するだけで、個と彊の間

やりがうすく、友達の考えと自分の考
えを比べる姿がなかなか見られなかっ
たこ

少しでも、グループの話し合いが深
.ま っていくょうにと、リーダーとして
勢理乗を指導した。IjI長 に1ま右のよう
な「班彙カードJを与え、話し合秒の
形から指導していった。
. こ母カードをTll用 してグループあ話
し合いを進めるようにさせてぃくぅち
に、少しずっ各人の考えを開わらせて

'話
し合いを進めてLヽ くグループがでで

きた。
4.ギ

ザ電考輩翌裂旨夢諸警
ノラ不0中、発書するようにみんなで総げまLあ う.

にしながら、あ くまでも書分の考えを発表していこう。

課題に対するグループの話し合い
鎌倉武士が戦ぃの練習:=励んだり
に言ってください6

『
一人一人があれこitと 考えて、タループや自分をたかめていこう :1

するの tま 、どうしてですか。瀬番

Cl:やぶさめのところのようにt「いざ鎌倉Jのときのために弓矢の練
習をしている。

92:門番のところに敵が土地や田んぼを取りにく
, 守っている。

しれんもんで、

C3:わたしは、馬の世話備ところで、馬は戦いのときや、「いざ鎌倉J
で駆けつけるとき、とでも大切なので世話をするÅがえさをやって

らかと言えば、授業に理殺
しまっている児童も少なく

事11≦≧ル堕鼻邊 ヵ ―  卜 ・・∵~………………Ⅲ……………………………。‐

L一 人一人の考えを置二
Itti:‐を手雲「 ず≒.bと 。燿おに言ってもらう)

A 種『・・・・・・・・ ●●●●●●●●●0と 思います。 1
3さ ん「………………,..… …………………………です。』
C 場『・・ ・・・・・ ●●●●●●●●●●●です.1
0さ ん r………………………………………………と思います。 J
堰 長『 ぼ く .(ゎ たし)は 一――…………………と考えたよ.J

※分からない人には、分か らないということ :ま っき,言 ってもらったり、
とこが分からない0わ言 .っ てもらう。
(一人でも書 色言えない人がいたら、 そのグループ:よ 成長していると嬌いえな
いよ。 また、 一人一人にブ:を つけてい くことができないよ。 )

2.菫
督P電冒L争弄ニム圭護ユてもらう

Lガ露警警Lι lますか.J
D さん『 わたしの考えとA君 の考えはちがっていたけど、A君 の考えが

●●●●●ということがよくわかったょ.」
買 長  「 露さんは、今のDさ んのこ見健ついて、つけたしか、何かあり書

せんか。J

B さん「 DさんとFlじ て、わたしもA:1の考えが ,・・・ oと いことがよく
らか,議 した。J

属 長  「 Cく ん 3よ 、:,さ ん。
1〕 さんの意見やA君 の考えについてどう思いま

すか.J
C 霧 「ぼくも1)さ んや鷲さんと同じて、A Jtの考えが・・・ ということが

よく分かったよ.J
班 長  fぼ く (ゎたし)も、A理 の考えたこともよくわかったけれど、Dさ

んの考えも。たくわかって、とても参考になったよ.J

3・ 鰹爵浚塑腱ゴ駐色Lた りせず姜、グル_ブ,中で自地盤離し合う。 (自 由会議潰〕
じいかな?J

A 増  「 C君 の考えらょぅとよく分れらFFか ったのでおじえて。』
C tt rぼ くの考えは…………で・・・・ ●なんだよ.J
A 彗  「あっ、わかった。いぃところに目をつけたなあ.J
Oさ ん  『・・・……・・…Ⅲ●..J
8さ ん  「・‐・・・““・“"●

●●●―・、 1

の考え書参考

ヽ
も

一

かる



いつでもいいようにしていると思います。
り|ジ‐:つ けたしや質問・意見はありませんか。
C2:Cl君 につけたしで、やぶさめは「いざ鎌倉Jの ときだけでなく′tl

敵がせめてきたときに戦えるようにしていると思う。
｀

Cl:守ることも……

リーデー:C2君の問番のことだけど、源氏の武士lまガンが飛ぶのを見て、敵
が隠れていることを見抜いたことがあったけど、門番の人こまそうしヽヽ
うことも見ていると思います。

自分の意見につけたしされることにより、考えが広がり深まつたようであも:

た。Clで言えば、「いざ鎌倉」という御思と奉公の関係しか考えていなかも
たが、C2につけたしされ、土地を守っているということも知った。
こういう話し合いが盛んになればなるほど、考えがねりあげられると考えら

れる。

実践窮4(小 5社会科『畑作や畜産にはげむ人 』々から)職鍵橙)に嚢わって |
本実践は実践3の(2)と同じ場面の報告であるが、課題に対するグルTプめ

話し合いでグルァプ全体のものでなく、一人の児童の変容をノートやそのとき
の記録メモから捨ってこ報告する。
本時の学習内容と展開tま次のようであった。

.鎮 朝 日 (ぶ 7・
:寝力崎 織 わ て、グル 7-篠 晴 ぃEFrる こ

… “

.               :

i争 奮0ね らい 1 主な基躍ャ縁示 l報 芋著彗11享 手5再丁丁嘉嘉 1 指軍 上 轟 督量 点

職やり学習0

彗さ甘た).
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収入を受宝させう縁槍員
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‐■華題に対するグルニプの話し合いな曇開案の〔G〕 のところである。 |
1摯出翠く仮にT君とする)はグループの班長 (話 し合いのリーダー)であり
‐知識1・ 理解力にも優れ、学級内でIIE長 に選ばれてぃるのだから、それなりの人
菫もある。
まず、優入追求では次のようにT君は考えた。 ~

F雨がふりすぎてしまい作物がくさってしまったり、野菜が取れすぎて、ねだ
んが安くなったりしてしまうと、収本が入らなくなってしまう。そのため、
ぶたを鋼っているのではないか。』
天候不睡や豊作貧乏などによる野菜の価格の不安定さを提え、ほとんど申し

分勢ない内容であった。〈猷達ゎ幅観磁餞軌をうだ職。響曝鐸鮭難何な電揚うフた。)
グループの議し合いになり、lGの リァダーでぁるT tttま F班長ヵ_ド J鑢

酢も鐘隠しかド)に沿って話し合いを進めた。
グループ全員赤ベンで丸を買っているので、話し合いにtま どの子も意欲的で

あフた。花丸のT君は言うまでもなく、ヽ自信満々の姿であった。
しかし、3人の子≪獅‐撫鍼懸)が発表していくごとに、T君の日から、

Fあ り、そうか。Jと いぅ声がられてきた。
|グループの子が、

げ≫お金がたくさん入ってほしいから野菜だけでなくぶたも飼っていなので
はないか。

(イ )ぶたのふんがたい肥になる。

`ウ

)ぶたこま、野菜の問引きしたものを食べさせればいいから、えき代がうく
という考えを出してきたからだ。
T君は、きっと自分の考えがざストと思っていたのだろう。飾槻もあつた)
しかし、自分が気づかない(イ )や (ウ )ょ うな考えがいっぱいあらたのだ。その

内容tま 、ょく考えれば、もっとものことばかりでぁった。
1授業終末のまとめの今日の勉強でわかったこととして、Ttttま次のようにま
とめている。
『緑jllき島壽家でぶた書調フている3は、野菜ll饉が一定していないために、意くなつたり琶くなったりまぶ縛で、喉入が賓嘘卜ませ|二そ券た発に、ぶ
な書姦,ていますもまた、轟簿義華襲嚢轟な書麗,ていますもまた、                 萎藝奎翼壼溝讐華。しおし、いいことばおりじゃありま撃島。冬

=子
ぶたがこおフたり

してしまわないた攀にてフ夜したり、読韻
=な

らないようにみていたり、塞幾藍術tできないやら墨ることもあります。ご二喜縁けない0はさぴしいで
すね。』

また、『問軍lき したものがえさになる。』ともまとめの樹外に書いてある。

事、研究の成果と今後の課題 (o:成果  鬱 :課題)

○ 課題設定を工夫することで意欲が持続する学習ができた。
○ 生懸f議

―プととらわれず、場合に応してグll‐プ書フくることができゃそのデfl‐プが生き生震活動繭ることができた。
○ ず基‐プ≧いう会A曇,業題は、自分締立壇沖竜力をおきりしなければならない反面、安人数が経た、気襲さもあり自分参考えき述バ易く、摯‐  が轟リギだぃくょぅである。また、自角の考えを述ばることく述べなけ::ばならないこと)で、自分鱒足場が明醍になり、考えき深めていくこ

と
=pな

がると竜糞る。
磯 デ諄ニプ書生むすだけでなく、実饉爆勝ように讐に黛点声当て、選滋合つた指導`胸 じてぃななけIEばならない。



一たてゎり集会活動の見直しを図って■

春 霊井市立篠本小学校  渡辺 徹

1.は じめに 〔研究鍛背景》

近年、児童生徒の問題行動として、非行など鍛反社会的行動とともに、悪饒

欠如や登校拒否などの非社会的行動が大きく取り上げられ、多方面から講 じ|ケ
華

れている。問題行動の原因は多種多様であリー般化することは難 しいが、多 |1袋

の場合、問題行動を持つ児童生徒には、身近な人蘭関係において様々な
炉 1罐

歪みが見 られる。

このような人 との関わ り方の不通切 さは、 これまでに学んで きた人間関俸1瑳

持ち方の不十分 さによることが指摘 されている。近年の核家族化 と少産化の進甕

行により、子どもは濃密な親子関係の中で大切に育てられているが、様夕な本華

との麗わ りを持つ機会が音 に比べて激減 しているため、他者 と輸闘わ り方が と|■

もすると不得手になりやすい。

さらに、親の教育 :こ 対す る期待が著 しく増大 し、幼少璽か ら早期教育に熱心

な親が多 くな り、常 に保護監督下に子 どもが置かれ、他の人間 と自由に関わ り

を持つ機会が著 しく少な くなっている。かつては、地域社会で様々1年齢の
言燿

どもたちが自然発生的に集団を作 り、自発的積極的な遊びを展開してきた
ず||1罐

現代では、 こうした体験を持つ ことは期待 しにくくな

:菫墨il自 己を進:|:(このため、現代勢子 どもたちは、様 々な入間 と耶わ

主張す る通とが不得手にな り、障害や困難 羹直理す るとA題行動ここ陥 って しま |
∴ ぶ百1曲 毅 額 ■う額角があ碁砂

したか って、問題行動を予舞 してた くましい人間を育成するためには、多様

なA麗関係を体験させ、多 くの人々と関わりを持たせ

こliI:曇 IF貢昌辣長させるように配慮する必要があると考える。本実践
・

成 に対す る異年齢集団活動を中心 とした児童会活動 薔こついて述べる。

2.研究の動機

(1)本校の実態か ら

本崚は、見菫数 828人、学級数 鷹5(含特殊)で、市内でも大規模舞‐罐冬

属 して Lゝる 。市参甦ぱ中心に位置 し、 30余年の霊史を持つ落ち着いた学校

であ り、年間を通 して問題行動 も少な く素直な児童が多 鼈ゝ。

しか し、学年当初の理学国会議できま、毎年通学理%でのR憑が等ま つか現‐

れは等高学年参児童が低学年の児童をしヽじ轟るとい うやが主亀謗審で轟る。

学年擁饉で難長が不獲れなためというこ≧も考え轟れ埋が、子ども竃士の開

わ攀方の不適魏きが悪!き 起こすも鬱でみり、放っては難ばなけ鑓轟であ 4。  |

そこで、児童会でt・t、 通学班単位や見難学議で活動き善ふ機会を蒜も手|||1轟

によつて、これらの問題を解決できないかと考えた。後に優議で違が各■1辣

Tl―
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に、地域における異年齢集団の中での遊びによる交流の不足が、 こうしたい

じめや意欲不足を生む原因になっていることに気づいた。

本研究でをま、異年齢集団活動を中心 とした児童会活動を、より良 い人間舅

係づ くりの手だて として位置づけ、個の変容を見つめなが ら指導 しよ うと考

えた。

(2)従来の児童会活動の反省

これまでの児童会活動を中心に した研究では、児童会活動の組織や運営の

しかたについての研究 に重点が置かれ、 こうした点では多 くの成果が得 られ

ている。 しか し、活動を通 して集団を形成する個や学級の何が変わったのか、

言いかえれば、われわれ指導者が「 個や学級の ここを変えよう (高 めよう≫」

と意識 して取 り組むことが少なか ったように思われる。

児童会活動や行事を通 して児童や学級をどのよ うに変えようとしたのか、

そ して児童や学級 はどのように変容 していったかを明確にす ることで、変容

のために必要な手だてが明確にな り、より優れた活動が促 されると考える。

そ こで、児童会活動の中で も、機や学級 との関わりが大変大きいたてわり

集会活動に焦点を当てることに した。全校集会活動は、異年齢集団で活動を

行 うため、児童会執行部や代表委員・ グループの リーダー等、個への働 きか

けが多 く児童相互の関わ りも深 いものがあ り、集会を通 して選を変える手だ

ても様々な方法が考え られる場であると言える。

3.研究の仮説

(1)集団活動の意義

集団活動 は、一人ひとりの子 どもに大 きな影響を与えるが、 こうした活動

は、集国の成員か ら鍛評価によって も、著 しく左右 される。学校生活におい

て も、児童生徒は学級集圏の成員 として行動 しており、他の成員の評価を受

けなが ら活動 し、人間形成を図 っている。 また、集団の成長に及 ぼす影響は、

集団成員の特質や価値観 などによって規定 される。

今 日の子 どもたちの集団を見 ると、同年齢集団が圧倒的に多い。同年齢集

間は、共通の興味や関心を持ち、相互に平等な立場で自由に付 き合 うことが

でき、心を開きお互いを高め合 うのに最 も通 した集団であると言 える。

しか し七同年齢集団は、 ともす ると集団の成員に対する思いや りが薄れ、

自分の尺度でのみ仲覇に対 して価値評価を しがちになると言われている。 こ

の欠点を補 うためには、能力や経験の種違を鴛用できる異質集団を学校や地

域社会で形成 し、その活動を多面的に生かす ことが必要 となって くる。

(2)異年齢集団活動の必要性

異鷲纂国による活動では、それぞれの成員の持つ特色を発揮 し合 う通と:こ

よもて、纂甕全体⑫水準が高まり、集団成員め所属感が強 蓑る器である攀

このような翼質集圏は、かつては家庭や地域の遊が集置 として存在 してい
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たが、急激な経済発展 とそれに伴 う社会変動によって、核家族化が進行 し地

域社会の構造が激変 したため、子 どもたちは異質集団活動を体験す る機会が    ヽ

乏 しくなってしヽる。

こうした時代だか らこそ、家庭 はもちろん、学校において も多 く鍛機会を

とらえて、異質集団による活動の体験を子 どもに持たせるよ う留意すべ きで

ある。 さらに、小学校 において異年齢集団活動の場を設 けることは、児童期

における自己中心性の脱却を図 り、対人関係の円滑化 に役立つ経験を積むの

に有効であると考え られる。

(3)研究仮説の設定

以上述べて きたことを もとに、次のよ うに研究仮説を設定 した。

,ア 。たてわ り集会活動 によつて異年齢で触れ合 う機会を増やす ことにより、

各児童の社会性 はそれぞれ向上 し、通学班や学級内の人間関係を望ましい

ものにす るであろう。

イ各友だち とうま く遊べない子 もふ くめ、 どの児童 もフォロワーか ら出発 し、

ミ ドルに身を置 き、やがて リーダーとしての経験をす るなど、集国内の役

割行動を一通 り体験 させ ることにより、尊敬や思いや り、 さらに リーダー

シップや フォロワーシップが育つであろ う。

ウ.集団を形成す る個や学級の変容に注 目してたてわ り集会活動を見直す こ

とにより、より優れた集団活動が促 され、た くま し鶴ヽ人間を育成できるで

あろ う。

4.研究の方法

(1)たてわ り集会活動において、企画か ら事後までの各段階 ごとに、児童会役

員 0代表委員 0グループの リーダー・ 学級・ 各児童の集会 との臨わ りを見直

し、観点表を作成す る。

(2)昨年度か ら継続 して行 っているたてわ り集会活動の取 り組みを、観点表を

もとに考察 して、異年齢集団活動のあ り方を探 る。

5.研究の実践 と考察

〔1)た てわ り集会活動における児童の変容を見 るための観点表の作成

ア_ね らい

われわれ′は、児童会役員 と共に児童会活動の年 FHl計画や全校集会の企画

を立てた り実施する中で、結果 として児童や学級の自主性が高 まったとし

て も、 この活動や集会を通 して「個や学級の ここを変えよ う 〔高めよ う}J

と意識 して取 り組む ことが少なか った。そのため、活動か「 すませ主義」

に陥 った り、見菫を変容 させ るためのきめ級かな手だてに欠 けることがあ

った。

そ こで、本研究では、異年齢集国の活動であるたてお り集会議院に焦点

を当て、それぞれの立場の児童をそれぞれの立場に応 して変客 させるには
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どうした らよいかを考えなが ら、集会の企画か ら事後の段階までの活動を

見直 してみた。そ して、各段階において、それぞれの児童に対 してどんな

ね らいを持 ってどんな手だでを F‐Jつ べ きかをモデルイれしてみた攀
く

'議

腱割 り 彙 会 着 璽 察 こ 霜む
`ナ

1島 留腱 月賦 彙疑 ≫

イ。実震への生か し方

この鐘点表 は、たてわ 攀纂咆篇動 :こ 慾
｀
ひて、金面か ら事後 まで参各憂盗

で各役割を持 った児童が、 どのよ う翼行蜀すべ きか と建bう 教師彙 Fわ か建ЪJ

を明 らか :こ したものである。 したが ってЪわれわれ教糠は、各段階 2通 わけ

る児童鍮実態 :こ 応 じて、通響な手だてや動言を行 惨ことが可能に鼈儀ので

轟鶴。 また、各役藝を持 った児童が、 こ参集会を通 してご攀よ う署こ購離す

べ きか と臨ヽ 多見通 しかはっき馨す るばか 藝でな く、各段階鍾彗詮Ъて各琵菫

との幸埴が り■はっき準とし、 量的を持 って講動す ることがで きる辱

観点表作笙 羹轟だって鐘、轟 くまで―-6緩性を持たき懸ことを続難 と

'マ亀ヽるた基、必要 ξ曇懲 導電付鰊醜軋等を して豊更すほ亀瘍で轟は参 グル t――プ

の援或方注争集会や褻審諷懲 彗て、 警―プー警轟学年氣饉菫鰊雙釉 忙変賣

され聴それぞれ鸞電菫書こ対する毅鼈や 昇雉珀秒選 0当鐘愛賣 募れる。

(鰺  「纏章舞鰊蟷聾や実畿 ≪T薦 辱爾実は≫

本桂で感、学陪な一質ずつり全技集会 よ薦 2H瘍斃凸蠅菫轟碕儡難会鍾勒

きこゝ 豊か月 ごと辟常皓鱗蛉暴鷺えた 藤本性で蠅菫農露院を行 等で鷺L脩 争豊疵

児 童 会 畿 行

‐

雛

0計画につL●マ知暮書
・

【境Fr露・ 饉援ぶ環明}

0種をしっおり縮く.

0何の貿金が、どこで活摯

す昼働藝ぅ竃長は離な0
か等を畷らかにする中

0駐のああて (睦ヵ・ 欝し

き等)を確ふうる。

Oどんな塞会にした1ヽ か

透L合 う。

●集会名を考えろe   _
0針画に自分の意見が出せ

る。

0班整会で、横 橋 鰯 か ら

金e目 的・ 内容参滋瞬を

受ける。

●班長として参尋ぶまえを

持つ.

0露 じ合う理翁と内容を強奪審りと

学機に転ぇる。

0議 Ltttl● 進行をす薔彗

0学後の意見を代表委員会に銀暁き

せる。

0代表書露会で金霧ねらいを考え亀

意見が言え轟。

●桑金内容を撃級に穣警する。

0集会のねらttを嵯らか鯉させる鬱

○全綾露壼が秦じ場辱色のにす暮義

○全資の意見をど嚇ように犠い上Br

辱か考える.

0螢 ざまでの計画を麟し合うe

O螢 日まで奪計麗をξ緩する.

0荘参ムと欅菫くできる。

0上織生の指示に握い。自

分達の畿驚を確実韓襄た

警る.

0理のAと 締疑くでき墨.

0饉撃年の手鑢摯書すると

爾時に,自分逮奪投無を

議案:こ 建たせる.

O饉員に説明・書示蓼でき
る。

0曜の発あてを確諄ナる.

0瑾長金で、最終確認を受
ける.

0執行醸からの広報活動を行う。

(プ ●グラム・ 持ち鬱・ 稼影等)

0撃綾の中で理の活簸戦量を発表 L
合うことにより、意費化を類る。

0競行部の準彗を構躊する.

0奥金目当学嘔はぅ執行盤とともに

違行の織音をす る.

0興修鋳内容を広犠す基.

0見 舞優人が撃観する鶴鍛・ 竃が

撃優するものを確簿十尋.

O執行議が作らなくてttい l■ なL■ 籠

0鋼作を通ある。

O集会の性傷を決めて線響する。

O駐員会を召集し、穂示や遭行状況

の理尊をする。

0奮理と静良く妻しく多無

でき碁.

0分からな 1ヽ事 が瞳け辱織

0菫 L義時.や る時像けじ

轟が持 て る。

0高学年として鍛級まを薔

解し、リーダーシフプが

と亀碁.

O透んで露場に欝穣でき毛

0額分参仕事を費鷲を持サ

てやれる。

0褒員をまと場て行鱗でき

る。

●躍蒲の言菫に暴を難基感

0竃員への議ましをナる彗

O箋行露霊鶴力し、金を進行させる.

0会の流れをつから,重長:こ 麟言群

できる。

舎露会・ 露行をする。

●霧緩で鋳確竜警示を轟し、登霧

雰態気を轟路番肇

0反な書する.

・ 褒しく、仲良く参加で

きたか。

・ 自分の役欝が彙たせた

幻卜.

・ 彗まりが守れたか。

0反告書する.

・ 積極的に活動に参加で

きたか。

・ 鍾学年の世話ができた

か。

・ 良かった点、武薔ナベ

き点ポ 1ま っ書りつかあ

彙わ.

・ 資鍾を持霧て議分の設

事ポで書亀←.

○避員の意見を妻と縁る。

●反書をする。

・ 憲長としての費鋼が鋳

議に黒たせたか。

・ 躍鍵めらて挙守 れた

0学難で質省会を行 もヽ、威燿と聾穣

をまとめる.

0代表委員会で反省会の内容を発表

する。

O自 分の機書が桑たせたか瞑奮する

0彙金の反省内容を学量に姜える。

0饒籍藤内奪投鋼鋤瞑審警す春.

O襲・ 学畿の反響.意見を教い上げ

る。

O翼奮や意見書まとめ、児童会だよ

りで知らせる.

0次国のための反奮農・ 鎮颯を明ら

かにす馨書
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集会は、たてわりの伸良 じ班をもとに懇動 しており、本年度は、「篠本探検

隊J。 「榎穫祭J藝 「 藝九かるた取り大会達の 3つの集会を計理 した。本研

究では、異年齢纂轟講魃辟鍾著な「機本探崚踪量の実院を中心銀考察 した。

鶴ふたん諄姦彙二ゝ お輝墓緩讐:り 彙盆鳩舞鷺 ぎ、乳

ア.計画段階

昨年「篠本夏祭 り」を行い、たてわり鍮グJ1/― プで模擬店を作り全校で

買い物をして楽 しんだ。この集会では、自分たちで計画や準構をしたもの

が形 となって現れる喜びや、拳んなで協力して轟物作 りやお店での売 り買

しヽをした思い出を得ることができた。こうした経験をもと:こ 、今年鋤児童

会執行部は、「 全校児童が楽 しめるもの・ 全校で準備ができ轟ものJと い

う条件で、『校内オ リエンテーリング』を考えた。

集会の目的と内容をはっきりとさせて、原案を各学級へ下ろして承認を

得た。その後、集会の内容にふさわしい堪前を各学級で話 し合い、たくさ

んの意見が代表委員会に寄せ られた。そ砂中か ら、 6年生の意見の「篠本

探検隊」に決定 した。低学年の児童には、担任からも集会理 と内容を再度

伝えてもらひ、共通理解を図った。

イ.準備段階

集会名が決定 されると、執行部では、グループ作 り難方法 鬱ポイント作

り 〔場所 と問題)。 準備するもの・ 業前の計画等繹原案作 り基こ取 りかかっ

た。原案作 りには燿当番の代表委員も加わり、全校児童のことを考えた楽

しい内容にな基よう工夫をこらした。グルー・プ作 惨は、 2学年ずつのたて

わり班 (1・ 6年、 205年 、 304年 、各 4人の 霧入程度の最)にする

推 彗 与 轟 雪 畢 舞  乳 多 組 キ 負 鳴 燿 夜 魏 療 響

群
轟

縫

薄

●郵疇多t多クtヽ 1樹議

颯・僣稚鶯ら雛輝t
,L7ら ,°
暑趣、

霧勧霧

競 測酔練鷲覇

舞 毎協舞懸務L
罐なら多峰鬼ち獅
多.

摩撃1サ緯好私た_綴霧昴勧 屯舞轟壽

顆
y諄

葬

轟
　
負

霧

ケfし‐7・魂=1■ すみ
聖≧靡ィメラ

‐
t籍4

ら急簿覆敢fゑニ
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ことにし、業前の計画も原案通りに行うことになった。ポイントは、高学

年を中心に多 くの意見がよせられ、 27母 ポイントが決定 した。

さっそく児童会だよりを通 じて、グループ作 り肇準機する色Ce業繭鍛

計画を全校に知 らせた。先生方 :こ は、各ポイントの内容 。当轟までの計画

・ 当日鍛時種など詳細な提案をして協力警お願いした。
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内容の決定に従い、各学級でグループ作 りと準備物の収集を始めた。高

学年は、 リーダーを決めた。いがだでプールを渡るポイントでは、全綾に

呼びかけて、牛乳パ ックとプラスチック容器を集めた。 目的がはっきりし

ているので、わずかな期間で 500個 近 くも集まり、 4隻のいかだを作る

ことができた。

執行部では、 4日 間の業前の計画の細案と当日のプログラムを考えた。

グル‐プ作 りが終ると、業前を使った準備が始まるまでに班長会を開き、

業前の計画を理長薔こ知 らせた。業前での活動は、各班ごとに班鍛旗を作る

ことと、各ポイントで必要な道具を用意 したり覇量を書いたりすることで

ある。旗の作 り方や問題文の書き方は、作業の前爾の班長会で執行部の児

童が見本を見せながら具体的 :こ 議暁した。また、業前では、班砂仲間意識

を高めるために、班長会を通 してしヽろいろな遊ぴを教えて、余った時間轟

瑾ごとに行わ誉た.
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■3霧 藝督 6

≫曇6 4ふ L鮮機解饉魯〕長 き島F‐

1機 。おぶって 響,シ 毒イ

重0.ゞ農籐脅騰鐘言

軽量菫翻暴くつ風継線盤

2ユ _薦麟髪おろな 會 ‐

亀議■名機藤鵞に轟轟量つけて

参く

2盟 .聯 争露が ■ヽ■ば■t

亀盤め 1議きら4露まで0懇 炒

（響
ｒ
嗜
・』三
￥
壼
鍵
曇
暴

等
難
憲
奮
駐
‘

慶像驚量饉量場

23`彗等ケイメ

ネ金曇轟こ奪 二,2年亀墓 動鐘
径鐘う_

24.雲饉羹秦理

鷹蓼`歩― フー 翼-7-
蓬議 員菫 彦 各4麗 まで最彗最 曇議

2S.轟 嫁藁轟で し藝 争

臨盤 轟轟鐵轟 写

露軍゛菫 警饉澤鷲

票シン感勝育― ξ縁轟 尋ポイン トで鐘

奪藁 鷲鐘懸彗農 等ヽき    _

彗 露驚露 甕轟 斃 讐で維璽 警とっても

よ 1ヽ 番

菫撃イン き絶よ霧て強 憲豊豊か麗套彙鏡桑

をろ曾イン敬懇 轟う毎鬱要轟暴参

各ポイント下麓表
ポイント地図

一 疹一

ぐあ.■ くつ紹 }ト

とま攀 ??



聞意識が少 しずつ現れてきたよ うである。班長会によって、業前で何を し

た らよいかを班長にはっきりとつかませ ることがで き、業繭活動をスムー

ズに行 うことができた。番鍛結果、業前量終 甕は、余裕を持 って当轟錢持

ち物やルールの確識をす ることができた。

賛 鋳 鮮 轟  6露 量P饉

ウ.集会当日

代表委員 と執行部で、前 爾燿意 しておしヽた聞題文や道具を決め られた

所 に設置 して準備が終了 した。選手宣誓の声 とともに探検隊が出発 した

最初は、理長がもらったごみ袋の番号鍛ポイントヘ行 くまうξ通して、理

一か所に偏 らないようにした。

地図をもとにポイントを探 し、熱心に問題文を読み、班長を中心に協

して解いている様子がどこでもよく見 られた。また、高学年の児童が、

きるだけ低学年の要望を聞きなが ら回る姿も多 く見 られた。

問題の内容は、全員で行 うもの 0班鍛代表が行 うもの 。問題を解 くも

など様々なものがあり、どの子も楽 しそうだった。執行部の児童は、先

方に手伝 ってもらいながら、危験な場所の監視や迷子が出ないよう見回

をした。また、問題が分か らない理に羹容を教えたりして、集会が円滑

運営されるよう努力 した。

あっという間薔こ2時間が過ぎ、閣会式を行い集会を絶えた。結果発表

数日後参児童集会で行 うことにした。

工.事後段階 〈評価段階≫

結果の集計を代表委員と執行部で行い、上位 1● 菫と金で参ポイント

回った班を児童集会で表彰するとともに、児童会だよりで鶴 らせた。
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また、 もう一度班 ごとに集 まり、班で反省会を行い、班長会を通 して意

見を集約 した。 さらに、学級 ごとにアンケー トを取 り、各 ポイ ン トの反響

や班行動につ建ヽて意見を聞いた。そ して、そ翁結果を児童会だよ りで知 ら

せた。

また、先生方にもア ンケー トをお願い して、企画 。準備・ 集会内容中学

級の児童の様子について、気づいたことを集絶 した。

児童に対するアンケートの結果、ほとんどの児童は、集会が楽しかった

という反省を持ち、もぅ一度やって参たいと思って鶴ヽることがわかった。

また、内容については、実際に自分でできるも最に人気が集まっていたこ

ともわかり、班でFET題を解いていくと建ヽう意議は十分どは育ってし、なかっ

たようである。
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理につじての反省では、「 知 らない子 と友だちになれた.1、 「轟学年がや

さしくして くれた。」、「上級生に手本を見せて もらった.」 とい う意見が低学

年に多 く、 フォ爾ワーとしての意識の芽生え と、高学年の児童が しっか り

と役割を果た していた様子が うかがえた。高学年では、「 協力で きた:」 、

F班長の手騰けがで きた。」など、高学年 としての自党が見 られ る意見 も多

か った。

班長の反省では、「 うま く指示がで きてよか った.J、 |よ く指示を守 ぅて

くれて行動 しやすか った.1、 「班全体を見 ることがで きた。」、「グループをま

とめることの大切 さを知 った。Jな ど、班長 として霧役割を自覚 して しっか

惨で きた覇が多が ったようである。
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聞意識が少 しずつ現れてきたようである。理長会によって、業前で何を し

た らよいかを理長ははっきりとつかませ ることがで き、業繭活動をスムー

ズに行 うことができた。その結果、業前最終 甕は、余裕を持 って当目の持

ち物やルールの確認をす ふことガできた。
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ウ.集会当日

代表委員と執行部で、前 日用意 しておいた問題文や道具を決めふれた場

所に設置して準備が終了 した。選手宣誓の声 とともに探検隊が出発 した。

最初は、理長がもらったごみ袋の番号のポイントヘ行 くようにして、班が

一か所に振 らないようにした。

地図をもとにポイントを探 し、熱心に問題文を読み、理長を中心に協力

して解いている様子がどこでもよく見 られた。また、高学年の児童が、で

きるだけ低学年の要望を聞きなが ら回る姿も多 く見 られた。

問題の内容は、全員で行 うもの 0班の代表が行 うもの 。問題を解 くもの

など様々なものがあり、どの子も楽 しそうだった。執行部の児童は、先生

方に手伝ってもらいながら、危験な場所の監視や迷子が出ないよう見回り

をした。また、問題が分か らない班に内容を教えたりして、集会が岡滑春こ

運営されるよう努力 した。

あっと Lヽう FE13こ 2時間が過ぎ、蘭会式を行い集会を終えた。結果発表をま、

数日後攀児童集会で行 うことにした。

二.事後最贈 ≪評価段階》

結果の集計を代表委員と執行部で行しヽ、上位 1等 班と全で攀ポイントを

回った班を児童集会で表彰するとともに、児童会だよりで知 らせた。
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事を聞いてくれなかった。」、F勝手な行動をする人がいた。1と いう意見も見

られた。班長 としての自覚はありなが らも、まだたてわり議動に慣れてお

らず、どのようにまとめたちよいか分からず役割を十分尋こ難たせなかった

ようである。 こうした班長は、低学年 との年齢差鍮少ない 4年生に多かっ

たようである。

また、先生方へのアンケー ト結果では、「 いつもリーダーξこならない子

が リーダーになり、すすんで腹作 りができた。1、
『リーダーの児童の質によ

って、低学年の児童は大きく左右された。Jな ど、大 きく変容鏃見 られた児

童を見つけたり、 リーダ摯の資質錢向上に圏を向けるようなさまざまな量

見が寄せ られた。

さらに、集会の運営に対する助言や、学級での議 し合い活動活性化への

意見などもあり、児童会活動に対する関心 も高かった。特に、初めて班長

になった児童の中には、 Fグループの中心尋こなってやらなければとしヽう意

議で活動できたJ子どもや、「 今まで抵学年 として行動 していた子が初め

て上に立って活動 したので、下級生を指導 していく姿勢が見 られるように

なった」 4年生 も見 られたという報告もあった。

全体的には、通学班ではない縦のつなが りが持てた集会活動として、低

学年にとっても高学年こことっても異年齢集団活動として有効であった様子

がうががえた。
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6.研究の成果 と今後の課題

今回の研究・ 実震で、経や学級を変容させ 巻手だてを中心にたてわ り集団活

動の見直 しを図 った結果、次のような成果が得 られた。

(1)研究の成果

ア.集会活動 にたてわ り集団を積極的に取 り入れたことで、異年齢同士で触

れ合 う場が増え、新たな人間関係が生 まれた。

イ.た てわ り集会藩動を縫験 したことによって、児童 :こ 思いや りゃ尊敬の気

持 ちが芽生えたことは、児童会活動が異年齢集団活動 として有効であ った

と言える。

ウ.観点表を もとに実践を考察することで、従来見通 ごされがちな個の変容

を とらえることがで き、変容の手だてを見つけるのに役立 った り、また児

童に賞賛の形で還元 して意欲を持たせた りす ることができた。

工.集会活動の観点を明 らかにす こことによって、指導者が個の変容を意識

して集会に取 り組むよ うにな り、子 どもを育てる場が昨年 までより多 くな

った.

(2)今後の課題

ア.仲良 し班を基盤 とした集団活動 :ま 2年 目であり、全ての児童が フォ警ワ

ーか ら出発 してしヽるわけでをまない。継続 した集圃活動 によって、 どの子 も

リーダー としての資質を身につけることが、た くま しい人間育成につなが

る。

イ.集会活動をさ らに創造的な活動 に高めてい くには、それぞれの集会に応

じて、 どんな場を設定 して どんな指導を してい くかを考えることが大切で

ある。そのためには、集会の内容 に応 じた観点表を作成す る必要がある。

ウ薔集会活動 は、手だてばか りでな く集会 自体の魅力 も大切 な要素である。

魅力ある集会を企画 してい くことが必要であ り、そのために絶えず児童の

実態を把握 してい くことである。

7. おわ り:こ

児童会活動に携わって 7年近 くになるが、変容 してい く子 どもたちの姿にい

つ も感心 させ られる。特 に、 自分たちで考えたことが次第 に現実の形 となって

い くとき、子 どもたちの 目は輝 きに満ちて くる。

改めて集会活動を見直 してみて、今 までの集会では自分 自身が何気な く勘言

を与えて きた ことに気づかされた。今後は、 さらに一人 ひとりを見つあた実践

を深め、 どんな手だてによってどのように変容 させ、その変容 にしヽか春こして気

づかせ るかを考えた集会活動をめざ していきたい。
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～ ♂裂筋携魏笏曖″√～

″ ″ ズ ダ  〃 〃 ガ ″

バズ学習にとりくんだ動機 :ま 学校によってさまざまであるが、それは大 きく二

分することがで きる。

一つは、 これまでの学校の態勢が生んだ阻害条件を排除 したり、それを解決す

るためにであり、他の一つは、教育観か らくる必要性を満たすためにである。

もうどうにもならない、何 とか しなければな らないとい う切実感が、バズ学習

への動機 となった例は全国で も多い。教師がい くら熱心に指導 しても生徒の学習

意欲が低調で、いっこうに学習効果があが らないとか、男女のきっ抗はいうに及

ばず、生徒個々の有機的なつなが りのないまま、学級 は学習集団という意識のな

いまま、競争的排他的な傾向を助長 させている姿をみかねてとか、続発する生活

指導上の事件や問題点を解決するためとか、あるいは、辺地 という地域性か らく

る閉鎖的な性格を克服するためとか、いろいろある。

しか し、 これ らは動機の要素ではあり得ても、バズ学習がそれ らをす ぐ解決 し

たり克服できるという特効薬的なものだ と期待 したわけではない。事実、教育 と

いう仕事はそんな単純なものではない。でもいつの日か成果がみ られるだろう、

近い将来児童生徒や学校の姿が変わっていくだろうと、ひそかな期待を寄せたこ

とはほん とうだろう。

なぜそんな問題点があるのか、なぜいつまで も排除できないのか、 といった要

因をさぐりなが ら、教育の基本に立ち返 るとき、私たちはだれかれのBllな く、 こ

れまでの教育態勢について反省する必要に追 られたわけである。教育の基本に立

ち返 るとはどういうことか、従来の教育態勢の反省か ら何が挙げられるか、 とい

うことについては、いずれ後で もふれることになるが、それこそバズ学習のね ら

いそのものに外な らない。

三分 した動機の一つ、教育観か らくる必要性 も、実は今まで述べてきたことと

異なるものではない。教育 とはどうすることなのか、 どういう人間を育てること

①



が大切なのか、効率の高い指導をするためにはどうするか等々、これらの問いに

対するとき、きまってだれしもが従来の教育態勢の反省に帰着してしまう。つま

り、大きく分けられそうなこの二つの動機は、やっぱり同じだということに気付

くσ》賓rあ る。

「
教育ご〃〃 ゴ 番揮 ノ渚必″

「教育は社会化への過程である」 といえる。非社会的な児童生徒たちを社会化

することが教育の機能であり、目的でなければならない。だか ら私たちの仕事は、

社会生活に適応 していける人間の育成であり、 さらにいえば、自己の力で自己の

道を切 り開 くことので きる人間の育成であるということができる。

そういう人間を育てるために、私たち教師は何を してや らなければいけないの

か、無 自覚であっていいはずがない。そこで私たちは「教育 とは何か」「学力 と

は何か」を問いなが・ら、教育実践上の理論や方法をバズ学習に求めてきたわけで

ある。

ノ    義ど拶認識 ダごオ疹″

た しかに学校では、一人の教師が多数の児童生徒を指導 している。だか ら考え

ようによっては、学校ない し学級 は個人の集合体であ り、教師によって大量生産

がなされていることになる。そこではどうかすると、学級の成員は他人 と競争 し、

押 しのけることはあっても、他の人々と協力 し、集団 としての場の力で個々の人

の学習を助け合 ったり、お互いの力で磨 き合 うことはない。 これは、 これまで長

・く続いてきた教育の場で、だれ しもが経験 してきたことであった。学級の場の力

が、個々の学級成員の力を伸ば:す 働 きを認めるような配慮や指導 は、伝統的な学

習指導の場では少なか った。

バズ学習では、学級 という集団の場の中で、意図的に、児童生徒の相互の働 き

かけや協力によって、個々の児童生徒の学力や学級集団全員の学力を高めていこ

うとする。だか らその基盤は、学級構成員の人間関係であ り、協力態勢であり、

教え合い、確かめ合いの相互交流活動である。 しか しこの ことは、教師不在でも

ない し、個人を軽視す ることで もない。たしかに、 自発的な相互の働 き合いを強

調 し、集団の成長を願いはするが、バズ学習では、伝統的な学習指導以上に意図

的な教師の指導を強調する。そ して、集団を大切にす ること以上に個人を大切に

する。いいかえれば、学習や指導の場における個人を軽ん じ、集団関係の問題の

⑫



みをとりあげようということではない。バズ学習の究極は、やはり個人を高める

ことなのである。

「集団」は、学校と名のつ くところに存在するまぎれもない事態である。この

事態を認識 し、その機能を生かしながら、より高い効率と、望ましい教育の在り

方を求めて努力する必要のあることは、なにもバズ学習に限ったことではないだ

ろう。

′ 学Fの″合〃′進めどオ″″

教科指導と生活指導は、本来が別のものではないのに、従来の指導態勢で |ま こ

の両者は統合のされようがなかった。別々の考え方で行われた。互いに孤立 した

分野だとはだれも思ってもいないが、あるべき一つの理念の下で、互いに関連を

もちなが ら指導を展開していこうとする努力はたしかに稀薄であった。一方では

協力や親切を説き、互いに人の立場を理解し合える望ましい学級の成長を願いな

がら、一方では競争的排他的にならざるを得ないような学習態勢が、 しかも同じ

教師によって、何の思慮もなく助長されている。全人教育が叫ばれながら、これ

はいったいどういうことなのであろうか。

教育の分野はまことに多様である。職務の内容は、一人や二人では何ともなら

ないほど多岐である。しかしこれは、職務上の分掌やとりあげられる問題・ 事例

などがそうなのであって、教育の本質が多岐にわたっているはずはないのである。

多様化された領域の末端で、互いに離反 し合うとは妙なはなしである。

ここに、教育の統合化をはかる必要がでてくる。統合とは「一つにまとめ合わ

せるJと いう意味だが、たとえばある授業に、あらゆる教科の学習項目を盛り込

・んで、ひとまとめにしながら指導するということではない。いろいろな活動が決

して矛盾を感 じさせないようなt互いに離反 し合うことのないような、そして、

それぞれの分野領域から教育目標に迫るような、そういう指導態勢をつ くること

が必要だと思うのである。

「学力と人間関係」「個人的学習と集団的学習」「個人の発達と集団の成長J

という三つの基本的な性格は、学習の統合化をめざすバズ学習の基本的な教育理

念でもある。

ど     』どダオ疹だ

個婦J学習か一斉学習かということになれば、バズ学習は、当然一斉学習の仲間



である。つまリバズ学習は、一斉学習の効率を高めるための一方式であるともい

える。だか ら、何か特 Ellな 考え方を しなければバズ学習には取 り組めないという

ものではない。 しか し、従来の一斉学習を通 して考えていたことと、バズ学習が

ね らっていることとの間には、互いに隔たりがないというわけではない。

一斉学習 とい う漫然 とした態勢や形態の中では、あまりにも大切ないろいろの

要素が見落 とされている。学力を高めることと仲よ く協力 し合 うこととは、必ず

しも同一の学習活動の中で、同時に求め られはしなかった。無 自覚に指導が進め

られていたのである。競争的排他的にならざるを得ないような態勢 は、必要以上

の優越感や劣等感を助長 し、楽 しいはずの学習の場 も冷えきったものになってい

たり、望ま しい人間関係の芽をもぎとっていたのか もしれない。教育の営みは、

無自覚な繰 り返 しであってはならない。

バズ学習では、認知 圏標 と態度 目標を同時に達成 しようとす る。 これは、 もと

もと月1々 の ものであろうはず もない。知識や技能の習得を強調すればするほど、

態度 目標の達成が強調 されねばな らない し、態度 目標の達成はまた、認知 目標な

くしては考え られない。両者 は一体のものであり、切 り離 して考えることはでき

ないのである。

「分か らなか ったら聞いてみよ。J

「 分かったら説明 してみよ。」

「 間違 っていた ら指摘 してやれ。」

「 そ して、 こんどは聞き役になってみよ。」

こういう指導を してみると、分か ったつ もりの者が、案外分かっていないこと

に気付 くものである。人に説明ができて、相手をうなずかせることがで きたとき、

はじめて分かったと評価 させたい。その うえみんなの考えも闘ける。倉1造的にな

って思考が発展す る。思考の拡大 と、 自己調整作用、即時評価や自己評価 といわ

れるものが、よくできる者にもで きない者にも、程度の差はあれ、あっという短

時間の うちに、一人の例外 もなくで きるのである。全員が、積極的に参加せざる

を得ない。少 しもぼんや りしてお られない。す ぐ人が話 しかけて くる。 この相互

作用 は、学習意識を反 らさせない し、必然的に学習意欲を高めていく。 こうした

意図的な話 し合いは、 もはや人 FHl関 係を基盤に しなければできなしヽしこ この学習

活動を通 して人間関係 もいち じるしく高まってい く。認知 と態度が一体だという

のは、 こうした意味においてである。

一斉学習 とバズ学習の違い一それは「学力 とは何かJについての、基本的な考

えの違しヽだ ともいえる。



J 教科指導 ご義鹿″ど多魔移 タグ意図す み 腎 ″

学級 とい う単位がひとつの学習集団である限 り、教科指導 と学級経営を切 り離

して考えること|ま できない。教育が教師の■llか ら一方的に、あるいは、教師対児

童生徒の間だけで行われるものでな く、学級成員相互の間でも行われることを前

提 とするな ら、そのどちらかを無視 した教育はあり得ない
l・lずである。 ところが、

私たちは長い間この両者を二面的に考え、それぞれの立場で指導 しがちであった。

教科によって指導者が変るという中学校や高校にあっては、なおのことであった。

学級経営 とは、学級に対 して連絡を したり、注意を したりして生活指導をする

ことや、「学級活動」 と呼ばれる領域の活動を円滑に運ぶ ことだ、 とい う受けと

め方を しがちであったしだか ら、教科指導は教科担任がす ることであって、学級

担任のまった く関知 したことではないという姿勢がた しかにある。かといって、

学級担任がすべての学習内容に関与するという意味ではない。学級で行われる教

育活動の効率があがるような態勢を整えることが、学級経営の眼 目であることを

私たちは認識 しなければな らない。 どんな学習に対 しても、学級中のだれ しもが、

同 じ学習 目標に向って努力するような態度形成を積極的に推 し進める必要がある。

学級担任の、授業への積極的関与 とい うのはそ ういう意味においてである。

先に、認知 と態度は同時に達せ られるといった。認知に伴 う態度の底辺には、

学習に対 して前向きで、積極的な学級のモラールがなければならない。教科担任

がい くら力を入れてみても、成熟 していない学級では多 くを期待することは無理

だろう。学級経営は、すべての活動の基盤であ り、出発点であることを忘れたく

はない。

と同時に、教科担任 も、 自分の授業を通 して学級経営に関与 してい くことにな

る́の も当然である。バズ学習によって、その学級や班の もっている特質や問題点

などがいっそう浮 き彫 りにされて、学級経営へのよき提言 ともなるし、授業を し

なが ら、直接学級態勢の指導を していることにもなる。

教科指導 と学級経営 一ともすると二面的に考え られがちなこの両者の統合は、

バズ学習を通 してより可能になるだろう。

∫ 学Fの効率化 グ″″)Jオ疹″

授業は学校教育のすべてではないが、学校教育の大半を占めていることは事実

である。私たちもバズ学習を通 して、 これまで授業の効率化をはかるために、い

ろいろな研究や実践を積み重ねてきた。その集積は、いうまで もなく全国各地に

◎



あり、その努力は今 も続けられている。 しか し、その方途や技術 :ま 、必ず しも画

一的ではない。バズ学習の基本的なね らいや原理を遮、まえなが ら実践す ることは

共通 しているが、具体的な展開や形 は各様である。 とはいっても、実際は大同小

異で驚 くような差異のあろうはず もない。それはバズ学習を、現象的に、 しか も

端的にとらえていうな らば、学習過程 とか指導過程 といわれる中に、児童生徒の

相互作用を意図 してい くという基本姿勢があるか らである。

学習の効率化をはかるための考え方や方法の多様化はかつてないともいわれる

が、バズ学習は、その何れにもない独特のものを うち出 しているなどとは毛頭思

って もいない。部分的にはあるもの とかなり似かよってお り、共通基盤に立つて

いることも多かろうと思っている。

「 学習活動への積極的な参加J「理解の促進 と拡大J「態度の発達」など、 こ

れ らバズ学習の原理に関わることについては、 これまで随所でふれてきたが、相

互作用を意図 していくことが、学習の うえでどういう意味をもち、効率化を進め

るうえでどうい う役割を果たすかについて、より積極的に認識 していきたい。

/巌 夢 ヴ イタ′オ疹″

学校規模の大小によってい くらかは異なろうけれど、全職員が共通命基盤にた

って、みな同 じ方向を向 くようになるまでには、特別な切実感がない限 りかなり

の時間が必要だろう。それぞれが思い思いに実践 してみて も、 もちろんそれはそ

れで効果はあるけれど、学校の態勢が固まらなければ充分成果を期待す ることは

できない。教師のひとりひとりが同 じ考えを もたなければ、だいいち生徒が混乱

を起 こして しまう。「 よし、やろう」 という意気 ごみや切実感は、そ う簡単 に生

まれて くるものではない。たとえだれかが意欲を燃や して も、それが幾人かの共

感を呼び得ても、なかなか全部に通 じるものではない。やはリー部に過 ぎないの

だ。ただ漫然 とこれまでの学習形態や態勢を反省 し、より能率や効果を高めよう

といった程度では、はじめか ら真 Allに 対 し得べ くもない。 これが普通の姿であっ

て、決 して共感 しない人が教育をなおざりに考えているか らではない。あせ って

はな らない、 ということを私たちは私たちの体験を通 してつ くづ く思 うのである。

こと教育 とい う仕事が、一人や二人ではどうにもな らないものであることと、

教師集団がば らば らだった ら、到底成果は期待できないことをもう一度思い起 こ

してみよう。

「 どういう教育が子 どもを しあわせにするのか」 という問題について、私たち

は真 Allに 考え話 し合いなが ら、共通理解を し、それを共通の目標にまで高めてい

③



⑪

くことがまず必要であろう。そ して私たちは、その本質を常にみきわめなが ら、

教育の近代化をめざして進まなければな らない。

態勢 とは、共通の目標に向かい、すべての ことを包括 しなが ら進む姿である。

だか ら、研究の態勢はそれが糸口ではあって も、単なる一つの研究主題を解明 し

てい くためのものであってはならず、学校の教育態勢でなければな らないだろう。

私たち教師は、児童生徒たちに金力をあげて学習に取 り組む ことを教え、協同

じてい くことを求めている。その教師が、あるべき姿 も求めず、力を合わせる努

力を怠 ったならば、おはな しにならないではないか。教師自身が、協力 してい く

ことの美 しさを、みんなで考え合 うことのすば らしさを、まず体得 してい く必要

があるだろう。
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